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１・どうやら転生したらしい












　今日は意外と空いている。いつもはすし詰め状態の通勤電車に若干のゆとりがあって、わたしはほっと息をつく。朝から知らぬ人と密着していらぬ気苦労をするのは嫌なものだ。それがない今日はいい日かもしれない。

　座れはしないものの、人と距離を取りつつ吊革に掴まっていつもの揺れに身を任せる。通勤時間中に出勤してからの仕事の流れを思い描き手順を組み立てていくのがわたしの日課だ。

　朝の時間は一分たりとも無駄にできない。仕事はスタートダッシュが大事だ。いままで勤務時間前の習慣になっていた掃除が業務にあたると監査で指摘されてからというもの、人事部は出勤時間前に雑巾やモップを手に取ることを禁止した。

（別にいいんだけど、ここまできっちりやられると息が詰まっちゃう）

　ため息をついたタイミングで電車が速度を落とした。そろそろ次の停車駅だ。わたしの斜め前に座っていた若いサラリーマンが床に置いていた大きなバッグを動かし、降りる準備を始めた。

　途端に隣に立っていた年嵩としかさのサラリーマンが肘でわたしを牽制し始めたのに気づき内心苦笑する。

（そんなことしなくても、わたしは座る気ないですから）

　あなたと椅子取りゲームをする気はないです、という意思表示の代わりに顔を上げ窓に流れる景色に視線をやると、くん、と引かれるような感覚がした。なんだと思う間もなく、すぐにわたしのスカートが派手にめくれ上がった。

「わっ、ちょ、なに!?」

「え、あっ！」

　見ると席を立ったサラリーマンの大きなバッグの金具にわたしのスカートが引っかかってしまっていた。彼がバッグを肩にかけて移動しようとしたためにわたしのスカートがずり上がり、下着まで丸見えの状態になってしまった。

　わたしも彼もパニックで一瞬どうしたらいいかわからずに凍り付いていると、カシャカシャという軽い電子音が車内に響いた。

「え、まって、ちょっと」

　それを呼び水にいたるところから同じような音がする。それはスマホのシャッター音だった。無機質なレンズが一斉に向けられ、下半身丸出しのわたしを撮影している。

　みな暇つぶしにスマホを手にしていたからノーモーションで面白そうな出来事を撮影しはじめる。

「やめてください、撮影しないで！　すぐに画像を消してください！　あなたも、バッグおろして！」

「あ、はい！」

　真っ赤な顔をして固まっていたサラリーマンが肩にかけていたバッグを下ろすのと同時に、わたしは慌ててスカートを整える。見ると引っかかっていた部分は無理な力が加わったせいで破れているし、ストッキングも伝線してしまっていた。

「あの、すみません！　弁償しますから……！」

「そういうことじゃなく！　……とりあえず、一緒に降りてもらえますか？」

　まだ会社の最寄り駅ではなかったが、このままこの車両に乗っていられるほどわたしの心臓は強くない。周りの目が好奇に輝く中、わたしはぐったりと体を引きずって予定外の駅のホームに降りた。






　結局会社には遅刻してしまい、貴重な朝の時間をつぶした上に上司からお小言までもらってしまった。朝つまずくと終業まで引きずってしまう。午後からは巻き返さなければ、と社員食堂でお弁当を広げ、仕事の算段をしていると同期の松田さんが駆け寄ってきた。

「美紀ちゃん、ちょっと、こっちきて！」

「え？　なに、なんなの？」

　急いでお弁当に蓋をしてついていくと、スマホを見せられた。開かれていたのはＳＮＳで、満員電車の画像が映っていた。

「……え、これ……！」

「やっぱり、美紀ちゃんなんだ……」

　それはまごうことなき今朝のわたしだった。スカートをまくり上げられ下着を露出した状態がばっちりと映っていた。撮らないで、と言ったが無理だったようだ。たくさんのシャッター音が脳裏によみがえって眉間にしわが寄る。

「すごい勢いで拡散してるよ……」

　みている間にもどんどん閲覧数が増えて拡散している様子がわかり、ぞっとした。いったいどれくらいの人がこの画像を見たのだろう。恐らく単純にこの数字だけではないに違いない。

「え、これどうしたら……？　被害届？」

　言葉を失うわたしの代わりに、松田さんがスマホで検索してくれる。警察に相談したり、弁護士に相談したり、方法はいくつかあるみたいだったので、あとで相談しに行くことにして社員食堂に戻ったが、食欲は完全に消え失せていた。

　午後は仕事に集中できず、誰かがスマホを見るたびに、今朝のわたしの画像を見て笑っているのではないかと、変な強迫観念が頭から離れなかった。






　終業後、気疲れしたわたしに声をかけてきた人がいた。

「あ……」

「濱野さん、あの、今朝はすみませんでした……！」

　大きなバッグを持ったサラリーマンが頭を下げた。時間がないため後で連絡を、と名刺交換だけしたのだったと思い出す。確か名刺には長谷と書いてあった。

「ああ、はい、弁償の件ですよね……」

　面倒がまだあった、とわたしは額を押さえる。着替えとして急遽購入したスーツとストッキング分の請求をしてさっさと終わらせてしまおうとするが、長谷は声を張る。

「いいえ、女性をあのような恥ずかしい目に合わせてしまったからには、責任を取らせてください！」

「ちょっと、声が大きい……！」

　帰宅時間と重なり人が多い中で大声を出したものだから、周りの人がなんだなんだとこちらを見る。その視線が今朝のカメラを思い出させ、冷や汗が出る。

「スーツとストッキングの代金をいただければ、わたしはそれでいいですから」

　場所を移そうと長谷の袖を引くが、彼はわたしの手を振り払う。

「ＳＮＳ見ましたか？　あんなに拡散してしまっては大変ではないですか！　俺も事態の収拾に努めますので！　大丈夫、俺は責任がとれる男です！」

　周囲でＳＮＳ？　という声が聞こえだしてわたしはぞっとした。もしここで興味を持った人が検索して今朝の画像や動画を見てしまったら……とんでもないことになってしまう。会社の人に知られるのが一番恐ろしいのに。

「長谷さん、お願いだから静かにして……！」






　結局人の話を聞かない長谷の襲来によって、わたしの醜聞は会社の知るところとなった。最悪である。しかし事態はそれだけでは収まらなかった。

「……いったいどうなっているんだ？」

　若いのに目の下のクマと眉間のしわが取れない直属の上司がぎろりと私をにらむ。なんと長谷がうちの会社の取引先の親会社のご子息であることが発覚し、会社を通じてわたしに結婚を申し込んできたのだ。もうめちゃくちゃである。

「どうもこうも……わたしもどうしたら良いかわからなくて……」

　警察や弁護士に相談したが、ここまで拡散されてしまうと完全にあの画像を削除するのは不可能に近いとのことだった。いわゆるデジタルタトゥーというやつだ。

　確かに偶然流れてきた画像をどこの誰が保存したかなどわからないし、その画像がいつどのタイミングで世に出るのかなど、誰にもわからない。開示請求してしらみつぶしにしていく方法もあるらしいが、労力に対する効果が低いとのことだ。

　会社では、表立っては誰も言わないが、既にわたしのあの画像はみんなが知っているようだった。ひそひそと囁き声が聞こえると、それがすべてわたしのことを言っているように聞こえて気が休まらない。

　いまやわたしはスマホを見ている人を見つけると、衝動的にそれをはたき落としたくなる。ノイローゼ気味だということは承知している。

「だいぶ疲れているようだな。しばらく休暇を取ってみてはどうだ？」

「……」

　上司がこう言うのにも理由がある。長谷が毎日のように会社に押しかけてくるのだ。しかも自分は責任をとれる男だ、と声も高らかに宣言し私に言い寄ってくる。

　取引先の親会社の息子であり、将来の重役の座を約束された社員でもあるため無視もできずに、相手をするためにわたしの仕事時間が搾取される。わたしの不在をカバーする同僚の不満になる。それがわたしの心的負担に拍車をかけ仕事の効率を悪化させる。絵に描いたような悪循環だった。

　長谷に対しては、責任は取らなくていい、放っておいてくれと何度言っても理解してもらえない。恥ずかしがっているんだね、奥ゆかしい、と見当違いな方向にわたしのことを褒めそやすさまは気色悪い、の一言に尽きる。

　わたしの言葉を理解しない彼と話していると宇宙人と話している気持ちになる。

　そして首を縦に振らない私に業を煮やしたのかとうとう今日、会社を通じてプロポーズしてきたのだ……わたしは崖っぷちまで追い詰められていた。

「気分転換に温泉にでも行ってリフレッシュしてくるといい」

　普段厳しい上司がここまで親身な提案をしてくれたことに素直に驚き、そして涙腺が緩みかけた。女子はギャップに弱いんだからやめてよね、と思いながら、わたしは力なく頷いた。実際わたしはとても疲れていた。

　先日わかったことだが、どこかの誰かがわたしのＳＮＳとあの画像を紐付けしたらしい。卑猥なメールやコラージュ画像が送りつけられてくるようになった。すぐに利用を停止したが、特定屋という人たちもいると聞いた。これではいつ自宅がばれるかわからない。

　わたしは自衛のため髪を切り色を染め、コンタクトを眼鏡に変えた。服装も今までと違うパンツスーツにした。でも、長谷は勤め先も住所も知っている。会社経由で求婚までしてくる始末。これがあの男の責任の取り方かと怒りを覚えたが、それももう疲れた。

　今日も仕事とは違う疲れを体中にまとわせて、わたしはバス乗り場へ向かった。あれからどうしても電車を利用する気にはなれなくて、通勤方法を変えたのだ。

「早いうちに引っ越そう……もしかしたら転職も必要かも……」

　何もかもが狂ってしまった、と肩を落とす。最初のきっかけは偶然だったが、そのあとからはあの男が起こした人災だ。もうあの男とは会いたくない、声も聞きたくない、と足元を見ながらトボトボと歩道橋の階段を上っていると場違いなくらい元気な声に名を呼ばれた。

「あ、濱野さん！」

「……っ」

　その声は今絶対に聞きたくない声だった。わたしは身体がこわばるのを感じた。上るため浮かせた足が階段をとらえ損ねた。

「あ」

　思わず顔を上げた。長谷の間抜けな顔が一瞬見えた後、すぐ視界が空でいっぱいになった。どんよりとした曇り空の端が夕日の名残に染まっているのが見えた。

（ああ、これが最後の景色になるの？）

　何かをつかもうとした手が、何も得られずに空を掻いた。







＊＊＊








　……大変胸糞の悪いことを思い出してしまった。

　わたしは自分の不調の理由をようやく知った。

　たかがデビュタント如きでこんなに緊張するとは、なんと繊細なのだ自分、と思ってしまっていた。

　確かにわたしは家族以外の人前に出るのが小さいころから苦手で、あまり他人と交流を持たずに育った。物心つく前は誰彼構わず激しい人見知りで泣いてばかりだったと聞かされたのでこれでもよくなったほうだ。

　少しずつ人に慣れ、同性や年の離れた子供や老人ならばなんとか普通と言っていいレベルで対応できるようになったのだ。だが、同世代の異性はなぜか苦手意識が消えない。

　しかし今、その理由がはっきりわかった。わたしは、自分に向けられる異性からの視線が怖い。特にじろじろと嘗め回すような視線で見られるのが耐えがたいほどに恐ろしいのだ。

　いままでは侯爵令嬢たるわたしをそんな不躾な目で見る者はいなかった。そもそもわたしは自分で言うのもなんだが深窓の令嬢であるし、身内以外の異性とまみえる機会も限られていた。

　しかし今日はデビュタントである。不特定多数の参加者に対して『わたしを見るな！』などと言えるわけもない。逃げることのできない状況はわたしを追い詰めた。

　強いめまいを覚え、視界が真っ白になったと思ったら、一瞬の間にまるで走馬灯のように前世を思い出していた。そう、前世である。

「大丈夫ですか、お顔の色が優れませんが」

　声をかけてくれた親切な令嬢に、にっこり微笑んで言葉を返すが顔色は悪いままだ。だって、今にも胃の腑がひっくり返りそう……！

「ありがとうございます。どうもこれ以上は無理そうなので、わたくしお先に失礼いたします」

　これから国王陛下と王妃様に挨拶をして、みんなでデビュタントのダンスをするはずだったが、それも叶わない。お母様亡き後、男手一つでわたしを育ててくれたお父様はひどく悲しむだろうが、今は自分の身体のほうが大事だ。

　わたしは目立たぬように最前列から徐々に後ろに引っ込み令嬢の群れから抜け出して侍女のマリアンヌを探す。

「エフェリーネ様、どうされました？」

　さすがマリアンヌだ。こんな群衆の中でもわたしを見失わない。時々鬱陶しく感じるけれど、今日ばかりはありがたい。

「マリアンヌ……もうダメ……」






　縋すがりつくようにしてマリアンヌの胸に顔を伏せると意識が遠のくのを感じた。
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　そもそも、前世の記憶を思い出すなんて、脳がオーバーフローしても仕方がない。それに加えて男性からの不快な視線を感じたのだからそれは意識の一つや二つ、失うというものだ。

　すぐさま侯爵邸に担ぎ込まれたわたしはいつものベッドの上で医師であるライゼム翁に脈をとられながら瞼を閉じる。

　前世の記憶を思い出したからといってそれほどに劇的なことは起きない。侯爵令嬢エフェリーネ・ベイレフェルトとして過ごした十六年が水泡に帰するわけでも日本に帰りたいと泣くわけでもない。

　むしろ、理由がわかったことで心の安定がとれてありがたいくらいだ。

　どうして男性といると逃げ出したくなるのか、冷や汗をかいてしまうのか、ずっと不思議だった。侯爵令嬢として欠陥があるのではないかと悩んだりもした。

　しかし、そこには確固たる理由があったのだ。

　おそらく前世のわたしは、あのとき歩道橋から落ちて死んだのだろう。ＳＮＳ騒動が片付かず無遠慮な男性の視線にさらされ続け疲弊した女の最期。何もかもが中途半端で心構えもなかった中での死。まあ、でも無念を感じる暇もなかった。

（それよりも大事なのは現世よ、これからよ！）

「ほかに、苦しいところはございませんか？」

　幼い時から身内のようにしてきた主治医のライゼム翁が心配そうに尋ねてくるのを見て、今だとばかりに眉根を寄せる。

「ライゼム翁、実はわたくし……人前に、特に男性の前に出ると吐き気や冷や汗が止まらなくて不安で不安で仕方がなくなってしまうようなの」

「なんと……！」

　案の定わたしを孫娘のようにかわいがってくれているライゼム翁は痛ましそうに目を細める。わたしはさらに言葉を重ねる。

「仮にも侯爵令嬢がこんなことではいけないと、努力してきたつもりだったのだけれど……でも、倒れてわかったわ。こんなことが度々あってはわたくし、きっと心の臓が止まってしまう」

　胸のあたりを押さえる。これは本当だ。それほど苦しいのだ。

「ああ、エフェリーネ様……おいたわしい」

「だからライゼム翁……わたくし、このまま社交界に出ずに誰の目にも触れぬよう、ひとり静かに暮らしたいの。お父様にそう進言してくれないかしら」

　しわだらけのライゼム翁の手を取り、ほろほろと涙を零す。前世の平凡な日本人、『濱野美紀』とは違いエフェリーネは精巧な人形かと思うほどに可愛らしい容姿をしている。

　緩く波打つ金の髪は柔らかく広がり、長いまつ毛の下には深い森のような緑の瞳が星のように瞬いている。そこから溢れ出る水晶のような涙にあらがえる者はいないだろう。

「しかし、エフェリーネ様……」

　ライゼム翁は即答しかねているようだ。それはそうだろう。ライゼム翁はベイレフェルト侯爵である父からわたしを回復させるように言われているのだ。それを『社交界は無理なのでひっそり暮らしてください』とは言えないだろう。

　しかしわたしだって必死なのだ。枯れたおっさんだけの社交界なら参加もやぶさかではない。しかし女とみれば盛るようなオスの群れがいるところにわざわざ乗り込むのは自殺行為だ。エフェリーネは死んでしまう。身体は無事でもきっと心が死んでしまうだろう。

「ライゼム様、確かにエフェリーネ様の様子は尋常ではございませんでした。他のかたが来てくださるまでわたくし、生きた心地がしないほどで……」

　マリアンヌが援護してくれる。確かに冷静沈着なマリアンヌも慌てていた。

「ふむ……、しかしエフェリーネ様の将来に関することなので安請け合いはできませぬ。侯爵様には無理の利かない身体だとはお話しておきますが……」

　お大事に、とライゼム翁が寝室を出ていくとため息が出た。知らず気を張っていたらしい。背中に宛がったクッションに深くもたれるとマリアンヌが水の入ったグラスを差し出してくれる。

「本当に寿命が縮まりましたわ」

「ごめんなさい、マリアンヌ」

　三つ年上のマリアンヌはわたしのよき理解者で姉のように思っている。マリアンヌもわたしのことを妹のように思ってくれているのか、とても親身になってくれる。

「エフェリーネ様がご無事で何よりでした。でももし、あのままつつがなく社交界デビューしていたら、社交界の華と呼ばれたでしょうに。王太子妃にだってなれたかもしれないのに、惜しいことです」

　寝るのに邪魔にならないようにと緩く髪を編んでくれたマリアンヌはため息をつくが、わたしはその言葉にぞわ、と鳥肌を立てる。

「やめて、そんな王太子妃だなんて……！　わたし、死んでしまうわ！」

「ええ、死んでしまいますわね」

　先ほどわたしとマリアンヌとの間で意見の一致をみたのだが、事はそう簡単にはいかないかないようだ。
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「なんですって？」

「だからエフェリーネ、求婚者が」

　ようやく床上げして、それでも安静に過ごしていたわたしに、お父様は申し訳なさそうに眉を寄せる。後ろには大仰な花束をもった執事がいる。恐らくその求婚者からの贈り物なのだろう。

「わたくし、到底結婚はできない身体ですので、お断りしてください」

「いや、やんわり断っても一目だけでも会わせてくれとしつこくて」

　わたしはまだ見ぬ求婚者におぞけがした。人の事情を鑑みず、自分の気持ちだけを押し付けてくる輩に、どうして思慕が抱けようか。

　そのような人物と会おうものなら邪な視線にさらされて、倒れてしまうに違いない。

「申し訳ないのですが、会う機会を設けるのも、求婚もきっぱりはっきりお断りいたします」

「でも、会えるまで帰らないといって門から離れないのだよ」

　人のいいお父様は弱り切った表情でため息をつく。執事も『困っております』とため息をつく。

「まあ、そんな脅迫じみた言動をなさる殿方、大丈夫なのですか？」

　マリアンヌも求婚者の常識のなさに呆れ顔だ。しかもお父様が優しいのにつけこむなんて。

「門扉越しにでも顔を見せてやってくれないか。今の状態では断るにしても理由がないのだ」

「……わかりました。でも絶対に倒れますよ？」

　気絶を予告するなど初めてだったが、間違いないと確信していた。この時期にここまで熱烈に求婚してくるということは、面食いに違いない。デビュタントでほんの少し会場にいただけのわたしの容姿を見初めたのだと思われる。

　そんな男は会った瞬間にいやらしい視線でわたしをめった刺しにするだろう。そんな男を前に、倒れないわけがない。

「それで、どんな方ですの？」

「ああ、年はエフェリーネより少し上かな？　子爵家の長男だが、芸術に造詣が深く絵画をたしなんでいる。なかなかの腕前とサロンで評判なのだ」

　肩の荷が下りたのか、お父様はほっと息をつく。「描く絵がまた独特の艶っぽさがあってね」と懐から折りたたまれた絵の写しを取り出した。執事がそれを受け取りわたしに恭しく差し出す。

　たたまれたそれを開いたわたしは途端に息ができなくなった。手が震え、吐き気を催し、過呼吸のような症状が現れた。

「……っ、は、……ぁ、……っ、あ、ぐ……っ」

「な……、エフェリーネ！」

「お嬢様！」

「エフェリーネ様！」

　悲鳴を上げることもできず、わたしは意識を失った。手から離れた紙切れは音もなく床に落ち、慌てた皆に踏まれてもみくちゃになってしまった。

　そこには前世のわたし、濱野美紀のしどけない下着姿がこちらの世界風にアレンジして描かれていた。










　それからしばらく、わたしは厚いカーテンを隙間なく閉め切り、部屋から一歩も出なかった。わたしが倒れたところを目の当たりにしたお父様は蒼白になりすぐにライゼム翁を呼び、同時に門にへばりついていた求婚者をものすごい形相で追い返したそうだ。

　まさかあんなに激しい拒絶反応が出るとは思わなかったのだろう。「あれでは社交は無理だ」と周囲に漏らしていたらしい。病気でお母様を亡くしたお父様はその時のことを思い出したのか、娘まで失いたくない、と思い詰めたようだ。

　おかげで求婚者と顔合わせしなくてもよくなったわたしだったが、今度は別の恐怖におびえていた。

　あの絵の写し、あのモデルは間違いなく前世のわたしだった。恐ろしいほどに特徴をとらえていた。なんの変哲もない、日本人の特徴を持った普通の女。

　しかしこの世界では珍しいスーツのような、装飾の少ないツーピースに身を包み、破れたスカート部分を大胆にはだけさせて下着が見えている。どう考えてもわたしだった。

　かの求婚者はこのモデルの絵を何枚も書いているのだという。わたしが見たのはそのうちの一枚の写しだそうだ。

　今のわたしとは似ても似つかない、でも思い入れのある、濱野美紀の姿。わたしの脳裏に恐ろしいある一つの推測が浮かぶ。

　その求婚者は、わたしと同じく、転生者なのでは。

　なぜか前世のわたしの姿を鮮明に覚えていて、何枚もの絵にして描きとめるほどの執着を持っている。

（まさか長谷、じゃないよね……）

　そう考えて、あまりの恐ろしさに身震いをする。もしそうならわたしは二度とこの屋敷から出ない。出られるわけがない。

　幸いお父様はわたしに無理は禁物だと身に染みたのか、もう結婚の話をしなくなった。

　わたしも屋敷から出なければ問題ないので、慎ましい毎日を過ごしていたのだが問題が起きた。ある日お父様が萎びた青菜のような顔でわたしの部屋を訪れたのだ。

「エフェリーネ、毎日屋敷に籠っていては気も塞ぐだろう……もしよければ気分転換に伯爵家で開かれるお茶会に参加してみないか？」

「気が塞いでいるのはお父様のほうではなくて？　お顔の色が悪いわ……」

　複雑な表情のお父様に中間管理職独特の悲哀を感じ取った。参加しないかと言っておきながら、参加してほしい、いや参加してほしくないという相反する感情の中で葛藤しているような……。

　わたしはぴんと来てしまった。

　きっと誰かになにか言われたのだ。そしてそれは侯爵であるお父様が断れないようなこと。わたしはお父様を見つめた。

「ああ、お前はやはり勘のいい子だね……実は」

　わたしの勘がいいのではなく、お父様がわかりやすいのだと言い返そうとしたが、お父様が肩を落として話し始めたので口をつぐんだ。

　どうやら世間ではわたしの話が歪んで広まっているらしい。やれ、見るに堪えない醜女だとか、傍若無人なわがまま娘だとか瀕死の病に冒されているだとか。特に年頃の娘を持つ親たちはこぞって国王陛下や王太子様の前でわたしを貶めることを言うのだそうだ。

「あら、瀕死の病は正解なので間違ってはいないわ」

「だが！　花も恥じらう美しさをもったエフェリーネがあのような暴言にさらされ嘲笑されるのは耐えられず……とうさまは」

　うちの娘は世界一美しい、と言い返してしまったらしい。わたしは呆れてものが言えなかった。

「世界一って、……せめて街一番とかにしておいてくださいよ、恥ずかしい」

　確かにエフェリーネの顔の造作は美しい。しかし美しさとは相対的なもので好みによるところも大きい。それを世界一とは大言壮語たいげんそうごが過ぎる。

「だが、とうさまはつらい病に冒された上、根拠もないことでお前が笑われるのを看過することができなかった……」

「それでお茶会ですか」

　そこまで言うなら見せてみろ、ということだ。まあ、道理である。

　わざわざ陛下の前で言うということは、娘を持った貴族たちの王族……特に現在まで未婚の王太子への売り込みの一環なのだろう。他を下げて自分を上げたいなどと二流のすることなのに。わたしはため息をつく。

「しかし、そうは言っても男性がいるところにはわたくし、行けませんし」

「……男子禁制で出入りを厳しく制限すると。給仕も参加者も女性に限定して」

　お父様が身を縮こませて蚊の鳴くような声で言う。

「そこまで決まっているのですか？　もうお断りすることは出来ないのですね……」

「……面目ない」

　萎れたどころか粉々になって野菜かごの中に落ちている野菜くずのようになってしまったお父様は、決して悪気があったわけではない。むしろわたしを愛しているからこそのことだ。それを理解しないわたしではない。

「……わかりました。では、少しだけお茶会にお邪魔いたします。でも粗相をするかもしれないことだけは先方にお伝えいただけますか？」

　男子禁制だというし、既に準備を進めているだろう伯爵家に余計な手間をかけさせたくない気持ちもあった。

　ふと、身分的に侯爵たるお父様なら伯爵家の茶会に無理して参加しなくても許されるのでは？　という考えがよぎったが、思惑があるのは伯爵家だけではないのだろうと自分を納得させた。

　それにしても冷徹と噂されている王太子の元へ娘を嫁がせたいがためにわたしをダシにするとは。権力を欲しがる輩の欲望には底がないと呆れるばかりである。
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　目立つことが本意ではない。醜女ではないことをわかってもらえればお父様の面目も立つだろうと、お茶会当日には控えめなドレスで参加することにした。

　万が一の時のためにマリアンヌもついてきてくれるし、馬車にはライゼム翁も待機してくれることになった。万全の態勢で臨んだが、やはり目立つことになってしまった。

　男性の目に触れないということで、馬車からお茶会の会場である温室までを目隠しの布で覆ってわたし専用の道を作られてしまったのだ。

（悪目立ち……！）

　そこまでする容姿なのかと先に会場入りしていた令嬢たちのとげとげしい視線を顔面に受けたわたしは、それでも笑顔を作った。

「遅れて申し訳ありません。エフェリーネ・ベイレフェルトです」

「まあ、ベイレフェルト侯爵令嬢、ようこそ。その後お加減はいかがですか？」

　小走りに寄ってきて手を取ってくれたのはデビュタントのときに声をかけてくれた令嬢だった。

「わたくしはリディア・レンスリーと申します。仲良くしてくださいますか？」

　あの時の親切な令嬢は今日の会場であるレンスリー伯爵の令嬢だったのだ。わたしを見る表情が気遣わしげで、悪い印象を持っていないように思えた。

「ええ、もちろんですわ。今日はお招きくださってありがとうございます」

　微笑みあってテーブルに着くと和やかにお茶会が始まった。しかし強気な令嬢もいて、あからさまに牽制してくる。

「ベイレフェルト侯爵令嬢はお身体が弱く倒れられることもあるとか。そんな調子で社交界でやっていけるのかしら？」

「はい、この身体では社交界で活動するのは無理なのです。皆様のご迷惑になっては申し訳ないので、領地の田舎のほうでひっそり暮らそうかと思っております」

「ま、まあ……、そうなんですの？」

　嫌味のつもりがあっさりと肯定されて拍子抜けしたのか、令嬢は咳払いをしてお茶に口をつける。レンスリー伯爵令嬢だけがいたわし気に眉を顰ひそめる。

「まあ、こんなに美しくて優雅でいらっしゃるのに……。男性たちはきっと残念に思われることでしょう」

　悪気がないことはわかるが、レンスリー伯爵令嬢の言葉に頬がひきつりそうになる。その男性こそを、わたしは遠ざけたいのに。

「そう言っていただけるだけで嬉しいですわ。今の言葉を心の支えに、領地の片隅で慎ましく生きていきます」

　瞼を伏せて儚げに微笑むとお茶会の席に同情するような空気が生まれた。当初へこませてやろうと息巻いていただろう令嬢も神妙な顔をしている。なんにせよ無事にお茶会が終わりそうで、わたしは内心安堵の息をつく。

　しかし突如、どこからか声がした。

「田舎に引っ込むなど認めぬ」

　それは低く、明らかに男性の声だった。ぞくり、と背筋に寒気のようなものを感じてわたしは慌てて扇で顔を隠す。

「あっ、男性がどうしてここに？」

　令嬢の誰かが驚きの声を上げた。

（え、まさかあの男が……？）

　屋敷まで押しかけてきて会えるまで帰らないと強硬な態度を見せた、あの絵の男が？　と思うと心臓が早鐘を打ち、ぶわりと冷や汗が吹き出す。ガンガンと激しい耳鳴りが起きる。まるで耳のすぐそばに心臓があるようだ。

「……うっ、うう……っ」

　緊張で身体が硬直するのがわかった。こうなってしまうともう自分ではどうにもならない。激しい拒否反応に意識をつなぐことだけに必死になり、身体が傾かしぐ。

「エフェリーネお嬢様！」

　わたしの異変をすぐさま察知したマリアンヌが駆け寄ってくると近くにいた令嬢が悲鳴を上げる。
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「きゃあ！　侯爵令嬢！」

　寸でのところでマリアンヌに支えられたわたしは、それでもなんとか体面を保とうとして頑張ったが意識はもうろうとしていた。

「大丈夫か！」

　低い声が耳朶を打った。次いで手首にマリアンヌとは違う力強さを感じる。しかし不思議なことにいつものおぞけや吐き気は感じず、奇妙な安心感があった。それは、家族以外から感じる初めてのものだった。

　わたしは安心して、気を失った。
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　正直、食傷しょくしょう気味である。

　すれ違うたびに黄色い声を上げられ上目遣いで見られることが、どれだけ鬱陶しいことなのか、当の令嬢たちはわからないだろう。

　言いたいことがあるならはっきり言ってほしい性格の私からすると、『女の口からはそんなこと恥ずかしくて言えません。どうぞ察してください』という態度は非常に疲れるのだ。

「なぜ私がお前の気持ちを察してやらねばならないのだ」

　心のままに口にすると令嬢たちは驚いたあと涙を零し立ち去るので、結局私の評判が落ちるという仕組みである。

　私とて好きで令嬢たちに冷たくしているわけではない。心を通わせたいと思う人がいればそばに置いて蜜につけるほど甘やかしたいと思う。

　まだ出会っていないだけで、どこかにいるはずの、私の想い人。

　問題があるとすれば私の好みの間口が狭いことだけだ。皆に言わせるとそれこそが解消しがたい最大の問題だという。

　人は陰で私のことを「面食い王子」と呼んでいるらしい。

　確かに、美しいものは好きだ。しかし人の場合はそれだけで計れるものではないことは承知している。いつか、頭を垂れてもいいと思えるほどの女性に出会いたいと思っている。

　そんな私の耳に一つの噂話が届いた。ベイレフェルト侯爵の娘がデビュタントで挨拶をする前に帰ったのだという。普通はなんとしてでも王族に挨拶をしようとするもので、不思議に思っていると、病を得たのだという。

　そのうちに誰かが王族にまみえることもできないほどに不器量なのかと彼女のことを揶揄した。

　なにしろ誰もその令嬢を見ていないのだから皆好き勝手に揶揄からかい始めた。あまりの言葉にベイレフェルト侯爵が不憫になり、それくらいにしておけ、と窘たしなめようとしたが、それよりも先に当のベイレフェルト侯爵の堪忍袋の緒が切れた。

「う、うちの娘は世界一美しい！　そのような讒言ざんげんは控えていただきたい！」

　普段はおとなしく身分を笠に着たりしない男なだけに、むきになって言いかえす姿には驚かされた。同時にそれが家族愛ゆえなのか、それとも本当に美しいのか、興味がわいた。気が付けば「ならば証拠を見せろ」と口に出していた。

　ベイレフェルト侯爵を追い詰める意図はなかったのだが結果的にそうなってしまったのは申し訳なかった。しかし私はどうしても『世界一美しい』という令嬢が見てみたくなったのだ。










「……男子禁制？　それは私もか」

　自ら進んで汗をかきいつも平身低頭のベイレフェルト侯爵だったが、そこは頑として曲げなかった。

「娘は本当に深刻な病なのです。家族以外の異性に会うと卒倒してしまうほどの」

「そんな令嬢に余計な負担を掛けるのは王太子様とて本意ではございませんでしょう。同性であれば問題ないということですし、他の令嬢たちにベイレフェルト侯爵令嬢の為人を判断してもらうものまた一興かと」

　レンスリー伯爵はにこやかな顔を崩さずに提案する。レンスリー伯爵は茶会の場所の提供を申し出た。わざわざ面倒ごとを抱え込むなど酔狂な、と思っていたがどうやら伯爵にも意図があるようだ。

　令嬢の適正でも測るつもりなのかもしれない。まったく、抜け目のない男である。

「私が見たくて提案したことなのに、当の本人が見られないとは」

　ぶつくさ言っていると、レンスリー伯爵は声を落として囁いた。

「もしよろしければ遠目からみられるように内密に場所をご用意いたしましょう」

「……それは良い考えだ」

　レンスリーはそれには答えず、ただ目を細め口角を上げる。この男は油断ならない。しかし利があるうちは裏切りもしないだろう、と目を眇めそれに答えた。






　遠目に見たベイレフェルト侯爵令嬢は美しかった。まるで収穫前の小麦畑のような、金に波打つ髪ときらきらと輝く瞳。すっと通った鼻筋の下に可愛らしい唇が微笑みを形作っている。

「……なんと可愛らしく、美しいのだ……あれほどの令嬢がいたなんて」

「ちなみに隣にいるのがわたしの娘です。可愛らしいでしょう？」

　レンスリー伯爵が横からぼそりと口を出す。伯爵令嬢はデビュタントで会っているからそれは承知している。しかし他の令嬢が目に入らないほどに、ベイレフェルト侯爵令嬢は私の心を掴んで離さなかった。

　すぐに王城に召して話がしたい、と考えていると彼の令嬢は田舎へ引っ込んで余生を過ごすと言っている。

（そんなこと、許すものか！）

　私は決して姿を現さない、というレンスリー伯爵との約束を破り、身を隠した木陰から立ち上がる。

　彼の人を我が傍に。そう思って伸ばした手だったが、蒼白になったベイレフェルト侯爵令嬢が意識を失い侍女に支えられたため、私もそれを支えるべく彼女の手に触れた。

（……なんと、細い腕だ）

　病と言っていたから普通の令嬢よりも細いのも頷けるが、それでも細いと感じた。心の中で大事に扱わねば、と強い庇護欲が生まれる。

「お、王太子殿下……!?」

　侍女が目を白黒させているのを目で制すると、私はベイレフェルト侯爵令嬢を抱き上げた。

「レンスリー伯爵、部屋の用意を。それとすぐに医師を手配、誰かベイレフェルト侯爵に使いを送れ」

「お、恐れながら王太子殿下。ベイレフェルト侯爵家の馬車にお嬢様掛かりつけの医者が控えております」

　顔を青くした侍女がそれでも侯爵令嬢から目を離さずに言う。なるほど、危機管理ができている。侯爵令嬢を城に召すときに有能な侍女がいれば安心だ、と先のことを算段する。

「よし、誰か侯爵家の馬車から医者を連れてこい。レンスリー伯爵、部屋に案内を」

　不測の事態に動ける人材は多ければ多いほどいい。ざっと見たところ令嬢たちはおろおろするばかりで役に立ちそうにない。強いて言えばレンスリー令嬢は動く意思がありそうだった。

「伯爵令嬢、この場は任せた」

「は、はい！」

　私はレンスリー伯爵の先導で侯爵令嬢を抱きかかえ屋敷に入った。










　令嬢の主治医だというライゼム医師は慌ててはいたが手慣れたようすで診察の準備をする。そして恭しくも毅然とした態度で私に部屋を出るように言った。

「王太子様であろうと国王陛下であろうと、エフェリーネお嬢様の診察に同席することはかないません。どうぞ、お引き取りを」

　便宜上頭を下げはするが、実のところ私の存在を苦々しく思っているようだ。普段なら不快に思うだろうことも、なぜか容認できた。

「うむ、では別室で待機している。診察が終わったら報告を命ずる」

「……御意」

　医師の令嬢を守ろうとする態度がとても好ましく、私は部屋を出た。

「王太子様、お怒りでは？」

　私の性格を知っているレンスリー伯爵が別室に案内しながら目を細める。確かに私はないがしろにされるのが嫌いだ。王族であるならばそうせねばならぬと教育されてきている。

　王族とは傅かしずかれるもの、決して他者にひざを折ってはならないと教わる。しかしそれを曲げるほどの心境の変化がおきている。それが不思議と心地よいのだ。

「いや、怒ってはいない。それよりも令嬢の容体が心配だな」

　出されたティーカップに口をつけるとドアがノックされた。伯爵が対応すると侯爵が到着したらしい。

「随分と早いな。ここに通せ」

「……そのように」

　しばらくすると息も整わないベイレフェルト侯爵が駆け込んできた。

「おっ、王太子様、レンスリー伯爵……これはどういう……っ、や、約束が違いま……っ」

　自分のほうが倒れそうな侯爵が、私に掴みかかる勢いで詰め寄る。王族への礼を失するよりも娘のことが大事だと言外に表れていた。

「ああ、約束を反故にしてしまった。申し開きはせぬ」

　王族として頭を下げることはできないが、それでもそれに準じた気持ちがあるのだと表明した。侯爵も私の態度に驚いたのか、それ以上言えず唸っている。

「私も侯爵には申し訳ないことを……この通りです」

　レンスリー伯爵は頭を垂れて謝罪の意を表した。そのような意図はなかったがベイレフェルト侯爵は糾弾を封じられたように口をつぐんだ。

「娘は、エフェリーネはどんな様子ですか」

「今別室でライゼム医師の診察を受けています。茶会の席に突然王太子様が現れたことにひどく驚かれたようで呼吸が乱れて倒れられました」

　レンスリー伯爵がかいつまんで説明をする。その言い方ではまるで私のせいで令嬢が倒れたようではないかと思ったが、その通りなので小さく頷くに留める。ベイレフェルト侯爵は椅子に浅く腰かけたまま祈るように両手を組んだ。

「ああ、エフェリーネ……」

　妻を病で亡くしている侯爵の苦しみを考えて、私も胸が苦しくなった。気が付けば私は立ち上がり侯爵の前に立っていた。

「安心しろ、私は自分がすべきことを承知している」

「……は？」

「王太子様、それは……」

　侯爵と伯爵が同時に顔を上げた。意図を測りかねてのことだろう。私は毅然と顔を上げて宣言する。

「侯爵令嬢エフェリーネを我が妻として迎えようと思う」

　無体を強いた責任は重い。私は自分ができる最良の方法だと確信し胸を張った。しかし目の前の忠実な臣下たちは言葉を失った。

















２・婚約とか、人の話を聞いていないにもほどがある












　初めて体験するふわふわとした心地にわたしはとてもいい気分だった。直前までの激しい恐怖を忘れ、まるで雲の上にいるようなメルヘンな気持ちになっていたため、寝起きも最高かと思われた……が、思われただけで、実は最低だった。

「な、なにゆえ、わたくしが王太子様の婚約者に……？」

　いやがらせかと叫びだしたかったが由緒ある侯爵令嬢という身の上では、そのようなはしたないことはできなかった。

　お父様は先日よりもさらに粉々になった青菜のように項垂うなだれていた。

「どうもこうも、とうさまにもよくわからないのだよ。王太子様はお前が倒れたことをとても気にしていらして、『責任を取る』と言い出してね」

　あの場に現れたのは件の子爵令息ではなく、王太子様だったと聞かされた直後に婚約したいとの申し出があったことを知らされた。

　お父様の言葉にわたしは顔が引き攣った。

　責任を取る……それは前世で長谷がよく口にしていた言葉だった。しかしその実、本来の責任とは全く別の、自己満足を満たすための言葉だった。わたしの苦々しい顔に気付いたお父様が慌てて付け加える。

「だが、私はエフェリーネの気持ちを曲げてまで無理に婚約しなくてもいいと思っている」

「でも、お父様。王家からのお話であれば……」

　娘が王太子妃に選ばれたとなれば一族の誉れである。それでなくてもなにがなんでも婚約者に、とこちらから売り込むのが普通なのに。わたしの心配を察知したのか、お父様はにこりと笑った。

「いいんだよ、私や家のことは気にせず、エフェリーネの正直な気持ちを聞かせてほしい。お前が健やかでいることが私の生きがいなのだから」

　断ってもいいのだと頭を撫でてくれる手は昔と同じで優しい。お父様はゆっくり考えなさい、と部屋を出て行った。






　マリアンヌにも席を外してもらい、わたしは腕を胸の前で組んで考えた。今の時点で私の気持ちは『婚約、ダメ、絶対』である。王太子様とて自分と顔を合わせるたびに失神するような婚約者はいらないだろう。それに、未確認だがもしも王太子様が私と同じように転生者で、万が一長谷だった場合、絶対拒否である。王族だろうと関係ない。お父様の言葉に甘えてこの話はお断りし、王族の不興を買ったという大義名分を得て田舎で蟄居生活する考えだ。

（でも……）

　気になることがある。

　気絶する前に感じた、あの奇妙な安心感。マリアンヌによるとわたしは気を失った後、彼女に支えられ、その後王太子様に受け止められ横抱きにされ運ばれたらしい。

　となると、あの安心感は王太子様によってもたらされたものの可能性がある。なぜ、そのようなものを感じたのか。王太子様は私が忌避すべき条件を全て兼ね備えている裏パーフェクト男だ。

　自分の身が大事なら、この話は断るべきだと、頭ではわかっている。しかし細胞の一つ一つがそうではないと叫んでいるような……ここで断れば大変なことになる、そんな気がしている。

「……、よし」

　わたしは覚悟を決めた。一度、王太子様に会ってみよう。会って、気絶したらそこで終わりということにしよう。
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　ということで、わたしは再びレンスリー伯爵邸の温室に来ている。伯爵からは手厚く先日のお詫びを受け、今日はお父様と一緒だ。もちろん別室にはライゼム翁に待機してもらっている。

「そして、これはいったい？」

　ガラス張りの温室の一角は隙間なく白い布が張り巡らされていた。天井も真白である。そして部屋を二分するように布で仕切られている。

「先日の茶会では私どもが不正をいたしましたので、今回は同じことがないようにと徹底させていただきました」

「はあ、その節は……」

　伯爵も本気でわたしが倒れるとは思っていなかったようで至極反省したとのことだった。

「では、王太子様ともこの布越しに？」

　お父様が尋ねると伯爵は是と首肯しゅこうした。

「話の途中でも気分が悪くなったら気にせず退室して結構ですし、なんなら王太子様を退去させてもいいです」

「ま、……まあ……」

　そこまで徹底されると逆に恐縮である。戸惑いが伝わったのか、伯爵は眉を下げる。

「実はあのあと娘にひどく叱られましてね。病み上がりの令嬢をだまし討ちにして、なんと卑怯な、と泣かれてしまいました」

「まあ、リディア様が？」

　脳裏にパッと親切な令嬢の顔が浮かぶ。見ず知らずのわたしを心配して親切に声をかけてくれたことが思い出される。

「そんなに気にしてくださっていたなんて……リディア様は天使のようなお方ですわね」

　エフェリーネは胸があたたかくなり、ほう、と息をつくと伯爵は口角を上げた。

「おや、女神の如きエフェリーネ嬢にそのように言っていただけるとは恐悦至極」

　おどけて頭を下げる伯爵にお父様とわたしが頬を緩ませると、年嵩のメイドが入ってきた。

「王太子様がお見えです」

「ああ」

　伯爵とお父様は出迎えにいったん退室した。わたしは緊張のあまり生唾をのみ、膝の上でこぶしを固く握った。

「お嬢さま、大丈夫ですか？」

　マリアンヌがすかさず声をかけてくれる。

「お願いマリアンヌ。手をつないでいてくれる？」

　少し震える手が、マリアンヌによってしっかりと握られた。










　わたしの位置からドアは見えない。しかしドアが開く音と、数人の足音がして、白い布の向こうに王太子様がいらしたことがわかった。マリアンヌの手を握る手に力が入ったが、同じくらいの力で握り返してくれるのが心強かった。

「エフェリーネ・ベイレフェルト侯爵令嬢」

「……はい」

　お父様とも伯爵とも違う、低く落ち着いた声で名を呼ばれると、身体がピクリと反応した。マリアンヌが庇うように身体を寄せたが、大丈夫、と囁いて安心させた。

「先日はだまし討ちのようなことをしてしまったな。ユストゥス・エン・ゲルディンだ」

「……恐縮です。エフェリーネ・ベイレフェルトでございます」

　声音から無体をする気はないと感じ取ったわたしは心配するマリアンヌの手をそっとほどき、椅子から立ち上がり、カーテシーで敬意を表する。

「体の具合はいかがか？」

　白い布越しではあるが、陽の光を背にした王太子様の姿が影絵のようにぼんやり見えた。背が高く、細身であるようだ。手で座るようにとジェスチャーされたのがわかり、元通り椅子に腰かける。

「はい、屋敷で安静にしております」

「そうか。……エフェリーネ嬢、私が怖いか」

　問われて気が付いた。そうだ、いつものような動悸や発汗がない。わたしは隣のマリアンヌを見ると、彼女もそういえば、と不思議そうな顔をしている。

「正直に申し上げまして……なぜか怖くないのです」

　姿が見えないからなのか、それとも他に原因があるのか……とりあえず気を失うことはなさそうで安堵する。気を失うのも体力を使うのである。

「そ、……そうか」

　どことなく嬉しそうな空気が布の向こうから流れてきて、わたしは頬を緩ませた。

（こんな穏やかに男性とお話しするのは、久しぶり……いえ、初めてだわ）

　もちろん前世では当たり前のことだったが、現世では深窓の令嬢として生きてきたわたしにとっては貴重な体験である。

　わたしはしばし、憂いを忘れ王太子様との会話を楽しんだ。伯爵家の温室は趣味というには規模が大きく、珍しい植物もたくさんあり話題に事欠かない。

　ここでは珍しい南国の果物を試験的に栽培しているそうで、可愛らしくカットされたフルーツの盛り合わせやおいしそうな菓子が出てきて、お腹も満たされた。お茶のお代わりを勧められたのをお腹がいっぱいだと断ったタイミングで王太子様が口を開いた。

「エフェリーネ嬢、もし、そなたがよければだが」

「はい？」

　ほんの少しの逡巡のあと、殿下は「少し歩かないか」と誘ってきた。途端に王太子様と一緒に布の向こうにいるお父様が「王太子様、それは！」と焦った声がする。隣のマリアンヌも「まあ、なんて厚かましい……」と小声で非難めいたつぶやきを零す。

「無理にとは言わない。気が進まないのなら断って構わない」

「しかし、王太子様からそのように乞われて、では遠慮なくお断りさせていただきますといえる令嬢がいるとお思いですか？」

　伯爵が理を説くと王太子様が口をつぐんだ。

「……」

　実際そうなのだ。王族からのお召しは自由意志に任されているような体をとりながらも、その実、命令と変わりない。たとえ王族にその気がなくとも。誰だって王族を敵に回したくない。

（そう考えると、王族の方々はかわいそう。誰も本音で語ってくれないということだものね）

　それゆえ伯爵のように諫言を発する人材は貴重で重用されるのだろう。お父様も弱腰を改めてそのようなお立場になれたらまた違うだろうに、と考えて小さくかぶりを振る。

（お父様にはお父様の良さがあるわ。広く意見を聞き、より大きな益のあるほうへ導く調整役、それこそ代々ベイレフェルト侯爵家が担ってきたものだわ）

　それを誉れと思いこそすれ他者をうらやむなんて。わたしは一瞬でもお父様の努力を疑った自分を恥じ、かぶりを振った。

「いいえ。王太子様のお申し出、ありがたくお受けいたします」

「エ、エフェリーネ様!?」

「エフェリーネ!?」

　マリアンヌとお父様がほぼ同時に声を上げる。そう、これは事件である。

　男性と顔を合わせたくないがために若隠居どころかデビュタントも満足に済んでいないまま田舎に引っ込もうとしていたわたしが、男性である王太子様と散歩をするという、まさに天変地異級の出来事。その証拠に提案をした本人も驚いたようだった。

「エフェリーネ嬢、本当に大丈夫だろうか？」

「はい。ですがもし途中で気分が悪くなってしまったら申し訳ありません」

　椅子から立ち上がると布の向こうからお父様が慌てて駆けてきた。

「エ、エフェリーネ……いやならば無理をしなくてもいいのだぞ？」

　動揺のあまり声の大きさの調節ができていないことに気付かないお父様に、王太子様も伯爵も白布の向こうで苦笑している。本来であれば王太子様とお近づきになれることは大歓迎だろうに、もう、このお父様は娘が大好きすぎる。

「いいえ、無理などしておりませんわ……でも、少しだけ距離を多くとっても失礼にならないでしょうか」

「無論だ。寛大な令嬢に感謝する」

　それはエスコートを必要としない、手を取らせないと暗に示したものだが、王太子様は気を悪くした様子もなく鷹揚に頷いた。










　約束通り、王太子様は不用意に近づいては来なかった。はたから見たら一緒に散歩をしているとは見えないだろう距離を保った同道どうどうだったが、しっかりとわたしの足に合わせた歩調でゆっくりと歩いてくれ、さりげなく様子を窺ってくれているのがわかった。

　それが妙におかしくてわたしは扇で口元を覆った。

「どうかしたか」

「いいえ、素敵な温室だと思って」

　もちろん取り繕った答えだとわかっただろうが、王太子様は特に気を悪くした様子もない。

（それにしても、王太子様は、この散歩、面白いのだろうか）

　特に盛り上がるでもない、なんなら布越しのほうが話は盛り上がっていたように思えて考え込む。

（なにか話題を振ったほうがいいだろうか）

　前世の記憶を頼りに合コンさしすせそなどで構文を作り、と脳内で準備をしていると当の王太子様がふふ、と小さく笑った。

「どうされました？」

「いや、エフェリーネ嬢は他の令嬢とは違うと思ってな」

　こうしてただ歩くだけでも息が詰まらないのは初めてだ、と天を仰いだ。

「大抵の令嬢は聞いてもいないのに息継ぎの間も惜しいとでもいうように自分や家のことを話す。そして話題が尽きると私のことを冷たい男だと詰るのだ」

「まあ」

　どちらの気持ちもわかってしまって、わたしは押し黙る。令嬢たちはきっと緊張と、王太子様に何とか気に入ってもらいたくて必死で言葉を紡ぐのだろう。

　しかし王太子様は興味がないことに愛想よく相槌を打ってくださるようなお方ではないようだ。自滅した令嬢にはもう泣くか詰るかしか残っていないのだ。

　王太子にしてみれば好きでもない女性の話を聞かされても、ということなのだろう。冷たいというよりは正直で、繕うことができない性格ということか。わたしは緩んだ頬を隠すように髪を撫でた。

　なにやら特別に思っていると言われたような気がして、くすぐったい心地が胸にあふれたのだ。

　と、そこまで考えてわたしははっとした。

（い、いま、わたし……ものすごい優越感を……っ）

　自分は他の令嬢と違うと思ってしまった。年頃の令嬢が王太子様を前に胸を弾ませないわけないのに。

　わたしはこっそり王太子様を盗み見た。青みがかった黒髪は少し癖がある。きりりとした眉の下には意志の強そうな黒曜石の瞳。すっと通った鼻筋と少し気難しそうに引き結ばれた唇。

　総じて凛々しく、好ましい。布越しでは細身だと思った身体も、実際に見るとよく鍛えられているような厚みがある。

（そういえば王太子様に抱き上げられたんだっけ）

　はっきりとは覚えていないが、あの時の雲に乗ったような心地よさを思い出し、わたしは顔が熱くなるのを感じた。

（待って……わたし、どうしてこんなに男性に気を許しているのかしら）

　距離をとっているとはいえ、手を伸ばせば届くところに男性がいて、恐らくある程度の好意を持ってくれている。本来なら動悸息切れ眩暈が炸裂してもおかしくないというのに。

（あ、もしかして……）

　一つの可能性に行き当たり、立ち止った。なにをもってそう検知しているのかわからないが、わたしは自分に対して邪よこしまな欲求を向けてくる男性に反応する。つまり、王太子様はわたしをそういう目で見ていないということなのではないか。

　王太子様の好意とは同情とか憐憫であるという可能性に思い至り、わたしは血の気が引いた。有り体に言うとショックを受けたのである。

（ああ、だとすると本当に責任感だけでわたしのことを婚約者にしようと？）

　今回のこの会は婚約を打診してきた王太子様と無事に会うことができるかの確認のために催された。楽しくて忘れていたがわたしが倒れないということは婚約するということと等しい。だが、王太子様がわたしにそのような気がないとなればまた事情が違ってくる。

（王太子様と婚約となればその先……王太子妃となることをも望まれているはず。でも男性からの視線を集めると気絶してしまうわたしには到底無理。あれ、もしかしてわたし、会って即気絶しなければいけなかった？）

　詰んだかもしれない、と顔を青くすると、前を行く王太子様が止まった。

「エフェリーネ嬢」

「は、はい」

　振りむいて対面した王太子様の低い声はなぜか耳に心地よい。どこかで聞いたことがあるような気がしたが思い出せずにいると、王太子様はさらに言葉を続けた。

「こうして一緒に歩いても気絶しないのならば、期待してもいいのだろうか」

「期待……ですか」

　徐々に王太子様の視線に熱がこもる。しかしそれは熱くはあるものの、不快ではないのだ。わたし戸惑った。やはり絡みつくような、じくじくとした湿った視線は感じない。

「私との婚約を、どうか前向きに考えてほしいのだ」

　王太子様はわたしの手を取ろうとして息を呑んだわたしに気付いて寸前で動きを止める。そして跪いてわたしのドレスの裾に口づけをした。

「無理強いはしたくない。だが、今日会って誰にもそなたを渡したくはないという気持ちが強くなった」

「……っ」










　もちろんその場ですぐに婚約が成るわけではない。王太子様もそれは承知しているようで、温室に戻ってお父様と話をしている。お父様には申し訳ないことをした、とわたしはため息をついた。

　王太子様と会ってすぐに倒れれば、もしくは気分が悪くなったと申告したら、それで終わりだったのに。わたしがあの安心感の原因を突き止めたかったがために複雑になってしまった。

「お嬢様、大丈夫ですか？」

　ため息をつく様子を見てしんどくなったと思ったのか、マリアンヌが腰を落としてわたしの顔色を窺う。大丈夫、と微笑もうとしたわたしの視線がありえないものをとらえた。

　張られた布を捲り上げて、見知らぬ男が温室に入り込んできたのだ。その男はきょろきょろとあたりを見回して、わたしがいるテーブルを見つけ、こちらに小走りに駆け寄ってきた。

「マ、マリアンヌ……っ」

　恐怖に顔を引き攣らせたわたしに気付いてマリアンヌはすぐにその身体でわたしを隠してくれた。しかしもう見つかってしまった。

　わたしは覚えのある嫌な感覚に動悸がした。胃がひっくりかえりそうな、不快感。冷や汗がにじみ出てきて震えが止まらない。

　大丈夫だと思ったのに、やっぱり駄目なんだわ！

「エフェリーネ・ベイレフェルト侯爵令嬢ですね？　ああ、よかった、やっと会えた！」

　にこやかに微笑む男は身なりも整っており、貴族子弟であるらしかった。しかしその顔をまじまじと見ることはかなわない。とてつもなく嫌な気分がして、吐き気が収まらない。

「恐れながら、ここへはどうやって？」

　マリアンヌは気丈な態度を崩さずに男に対峙する。ここは伯爵家の温室だ。もしかしたら伯爵家由来の方かもしれない。そう思って尋ねたのだが、男は悪びれた様子もなく朗らかに笑う。

「エフェリーネ嬢に会いたくてこっそり忍んで参りました！」

　不法侵入をここまでさわやかに言い切れる神経を疑う。マリアンヌもそうだったようでじりじりと後退する。

「あっ！　私は怪しいものではありません。ドーソン子爵家のケイシーと申します、以後お見知りおきを」

　いくら優雅に礼を尽くされてもだめだ。わたしを見る視線がねっとりとまとわりつくようで不快極まりない。

「では、あなたがお嬢様に婚約を申し込んだという……っ」

「……え……？」

　ええ！　と頷く子爵子息がぐらりと傾いだ。いや、わたしが体勢を崩したのだ。では、この男がわたしの前世の姿をいやらしい絵にして世間に流布しているの？　途端に意識が遠くなる。

「出て行って……」

「え？　エフェリーネ嬢、今なんと？」

　ケイシーとやらが声を掛けられたと思って喜んで数歩近寄る。しかしそうではない。わたしはもうろうとする意識下で必死に叫んだ。

「出て行って！　わたくしに近寄らないで！」

「お、お嬢様!?」

　貴族令嬢らしからぬ大声で叫んだわたしにケイシーもマリアンヌも驚いたようだ。さらにその声に異変を感じ取ったお父様たちがこちらにやってくる気配がする。

「あなただって不法侵入で捕まりたくはないでしょう、早く行きなさい！」

「……っ」

　ケイシーは身をひるがえすともと来たところから布を捲り上げ出て行った。出て行くのを見届けてから、わたしはようやく意識を手放した。気を失う直前、またあの不思議な安心感に包まれた気がしたので、ああ、王太子様が来てくださった、と安堵に頬を緩めた気がした。
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　不甲斐なさに吐き気がした。いくらベイレフェルト侯爵に話をつけたいからといって、エフェリーネ嬢から目を離すべきではなかった。再び倒れた令嬢を抱きとめて、別室に移す。その間侍女に聞いたところ侵入者があったとのことだ。

「ドーソン子爵家のケイシー……」

「なんと……あの男が」

　ベイレフェルト侯爵によれば、彼の者はデビュタントの直後、エフェリーネ嬢に求婚したということだった。

「それは、間違いなく断っているのだろうな？」

「もちろんです、あのときはエフェリーネがひどく取り乱して倒れまして。気が付いた後もあの男だけは絶対にいやだと断固拒否でしたので」

　断られてもなお追いすがるとはあきらめの悪い、と眉をひそめたが、自分もたいがい諦めが悪い、と思い直して咳払いをする。

「とにかく子爵子息にはこちらからも話をしよう。エフェリーネ嬢の気持ちが第一だからな」

「御意」

　自分で口にした言葉が、ひどく薄っぺらく聞こえたが気付かないふりをした。まるで自分がエフェリーネ嬢のそばにいる権利を有しているような口振りだったことに、侯爵が気付いていなければいいと願った。

　自分だってケイシーと同じ立場なのだ。ただ、ほんの少し気を許してもらえているというだけで。侯爵も私が正式に婚約したいと申し出ても、嬉しそうな顔をしたのちに『娘の気持ちを大事にしたい』と言葉を濁す。

「ならば、侯爵は賛成ということでいいのか」

　言質を取りたい私は自然と前のめりになるが、侯爵はさすが年の功と言おうか、節度を弁えながらも冷静に言葉を選ぶ。

「もしも、私が賛成の立場をとってしまえば、聡い娘は親の意を汲んでしまうと思います。ですから私は王太子様のお気持ちに沿うことはできません」

　言ってから顔を青くするあたりは肝が細いと言わざるを得ないが、侯爵が王家よりも娘の幸せに重きを置いていることが知れた。

「ふむ、なるほどな」

「あ、いや、失礼を申し上げている自覚はございます……子供一人御ぎょせず弱腰な、と思われても仕方がない情けない親ですが、エフェリーネは心のままに生きてほしいと……」

　侯爵が慌てて言い募るが、それを片手で制する。

「わかっている、別にそのようなことで王家への反意あり、などとは思わぬ。むしろ好感が持てる」

「は……」

　今までならきっとないがしろにされたと思い、面白くなかっただろう。私はそこまで聖人ではない。だがただひとつ、エフェリーネ嬢を介して世界を見ただけで、こうも見え方が変わるのかと驚きを隠せない。

「エフェリーネ嬢は大した女性だ」

「……は、はあ。恐れ入ります」

　訳が分からなかったのか、侯爵は首を捻った。

















３・近付く心












　顔の筋肉がどうにかなってしまいそうである。

　今日も王太子様からお見舞いの花が届いた。しかもご丁寧に直筆と思われるカード付きで。『また会える日を楽しみにしている』と書かれているのを見てわたしは自分の頬を抓つねり上げる。

「うっ、痛い……」

　加虐趣味はないが、そうでもしないと顔の締まりがなくなってデロデロに溶けてしまいそうなのである。

　あの日、気が付いたわたしは自宅の寝室に寝ていた。王太子様に挨拶もせず、と青くなったが、お父様が大丈夫だと宥なだめてくれた。

「でも……」

「いや、王太子様はとうさまが思うよりもずっと深くエフェリーネのことを想ってくださっているようだった。お前も、今までの男とは違うと思っているのではないか？」

　今までの男、というと語弊がある気がするが、そこは素直に頷く。なにが違うのかわからないが、王太子様からはあのまとわりつくような、品定めするような不快な視線を感じないのだ。

　それについては一つの仮説があるのだが、それを確かめる勇気は、わたしにはまだない。

「もちろん王太子様との婚約に気が進まないのであればお断りする」

「でもそれは……っ」

　通常ならばあり得ない。こちらからお願いこそすれ、あちらから打診されたことに否を突き付けることなどありえない、いや、許されないだろう。しかしお父様はいつもの穏やかな顔でわたしの頭を撫でてくれる。

「いいのだよ、エフェリーネ。お前は無理がきかない身体だと言ってあるし、それを押して婚約を成そうとするのであれば、相手が王族だろうと、とうさまは断固戦うつもりだ」

「お、お父様そんな……っ」

　中道主義であるお父様がそんなことをいうなんて、と驚いていると、お父様は少ししゅんとしてしまった。

「エフェリーネ、もう少しとうさまを信じておくれ……」

　太い眉をハの字にして嘆くものだから、思わず笑ってしまった。






　それからお父様と真面目な話もした。断るなら断るで構わないが、もしも申し出を受けるとなった場合、わたしに王太子様の婚約者が務まるかということだ。無論一通りの淑女教育は受けているし、貴族令嬢としての合格ラインは超えているという自負はある。

　しかし、仮にも王太子様の婚約者ともなれば専門的な勉強をしなければならないだろうし、社交を疎かにできるはずもない。たとえ病を言い訳にしても人前に出る機会は今までとは段違いに多くなるだろう。中には天敵となるような男性の視線に晒されることだってありうるのだ。

「そのたびに倒れているわけにもいきませんしね」

「そうなれば世論も黙ってはいまい。病弱な令嬢では王妃が務まらないといわれるだろう」

　お父様の言葉に、わたしは驚いて大きな声を出してしまった。

「おっ、王妃!?」

「なにを驚いているのだ？　王太子様の婚約者になるということはのちのち王妃となるということだろう」

　……言われてみればその通りなのだろうけど、まったく現実味がなくてわたしは顔を伏せた。

（王太子様の婚約者ということは普通に行けばその後王太子妃……、殿下のお妃さまということで……っそのまま進めば王妃ということに……っ）

　目の前の問題に気を取られていたため、当然その先にあるものにまで気が回っていなかった。即座に無理だ、と心の中で大きなバツマークを描くが、そこになぜか王太子様の顔が映りこむ。

　臣下に詫びることのできない王太子様が、それでも謝罪の気持ちを伝えるために時間を割いてくれたことを思うと胸がぎゅう、と締まる気がした。

（それに……）

　王太子様にだけ感じる、あの不思議な安堵感。あれはいったいなんなのか。そしてなぜか彼には反応しない発作。それを思うと今度は息が苦しくなる。

（……いまは、それを考えたくはないわ）

　問題を先送りにしても自分が苦しいだけだとわかっていたが、わたしはそれを見ないようにした。






　悶々とした日々を送っていると、王太子様から手紙が届いたと知らせが入った。どきりとしたが、それはお父様宛だった。てっきり自分宛だと思っていたわたしは、自分の自意識過剰さに絶句してしまった。

（わ、わたしはいったい……王太子様に、なにを……！）

　頭を抱えて唸っていると、お父様がふふ、と小さく笑った。

「な、なにか面白いことでも書かれていましたか？」

　気になって尋ねるとお父様はこらえきれない笑いを零しながら手紙をわたしに寄越した。みてもいいの？　と目で訴えるといいよ、と瞬きで返してくれる。

『エフェリーネ嬢に会いたいのだが王城に呼ぶわけにもいかず、さりとて先日のようにどこかに場所を構えるのも侵入者が心配だ。ならば私がそちらに出向こうと思うのだが、私が会いたいがために侯爵家に押しかけるのも逃げ場を塞ぐようで些か厚顔が過ぎる気がする。八方塞がりで身動きが取れず、想いだけが募る。侯爵、私はどうしたらいい？』

「これって……、わたくしが見てもいいものなのでしょうか？」

　あまりにもあけすけな内容に頬が熱くなる。後ろから覗き込んだマリアンヌも「まあ！」と驚いた後に笑いをかみ殺している。

「王太子様はこのようにお考えのようだが、果たしてどんなお返事を差し上げればいいものか……なあ、エフェリーネ？」

　悩ましいなあ、と顎をこするさまは、どうみてもポーズである。しかしこれはお父様の意地が悪いのではなく……

「そ、そうですね……。『お気になさらず、どうぞわが家へお越しください』とでもお返事差し上げるのはどうでしょうか……」

　その提案はそのまま王太子様をお招きするのはやぶさかではない、という意思表示になっていることは承知である。顔が熱いと思うと、気を利かせたマリアンヌがさっと顔を扇いでくれる。

　いや、そういう気の使い方は結構よ……！　と思いつつもありがたく甘受してしまうわたしなのだった。






　そしてよく晴れた日。入念な準備を重ねた我が侯爵家に、とある貴人が秘密裏に訪問する日である。午後の早い時間、なんの特徴もない地味な馬車が侯爵邸の門をくぐった。






「ようこそ、いらっしゃいませ」

「うむ、……これを」

　王太子様は口をへの字にして手に持った花束をわたしに差し出す。ふわりと濃い花の香りが鼻腔をくすぐる。

「まあ、とてもいい香り……ありがとうございます」

「母上が育てている花だ。気に入るといいのだが」

　王太子様の言葉に花束を持つ手が震えたが、それを隠しマリアンヌに花を活けるように頼む。

（お、王妃様のお花と言ったら……海外から珍種貴重種を取り寄せたという植物学者垂涎すいぜんの、あの……！）

　マリアンヌもただならぬ気配を感じたのか、花束を捧げ持って退室する。

　ここは我が家の中庭である。長い時間ではなくとも心からのもてなしを、とお父様が考えたのが、わたしと差し向かいのお茶の時間である。

（お父様もなかなかに露骨というか……）

　でも、こうして静かな時間を過ごせるのは貴重なことだ。本来であれば護衛や専属メイドなどたくさんの人に囲まれ傅かれている王太子様にとっては特に。わたしはカップを傾ける。

「……無理はしていないか」

　気遣うような視線でわたしはようやく気が付く。王太子様はわたしがまた倒れるのではないかと心配しているのだ。わたしとしてはもう王太子様は（多少のひっかかりはあれど）あたりまえのように大丈夫だと安心しきっているのだが。

「ええ、無理などしておりません」

　静かにカップを置き微笑むと、王太子様がふと眉をひそめ顔をそむけた。おや、と思うと手が伸びてきて、わたしの手の上で止まった。

「手を、……手に触れても、いいだろうか」

「え？」

　伸ばされた手に視線を落とすと、王太子様の手がピクリ、と動いた。まるで緊張していると言っているようなぎこちない大きな手。普段なら適当な理由をつけて断るのだが、それをしたくなかった。

「わたくしの手に触れたいと、そうおっしゃっているように聞こえますが」

「……っ、その通りだ」

　王太子様の手のひらの熱を、手の甲に感じる。じわじわと遠火で炙られるような焦燥感は、いったいどういう訳だろう。

「……」

　言葉でどう伝えていいのか迷った末、小さく頷くと、すぐにわたしの手を包むように王太子様の手のひらが下りてくる。思いのほかさらりとした手のひらの感触と普通の温度に違和感すら覚える。

（火傷するほど熱いような気がしていたけれど、やはり普通の温度ね）

　自分のありえない思い込みに苦笑いをすると、手をきゅ、と握りこまれた。

「エフェリーネ嬢、正式に、婚約を申し込んでもいいだろうか」

　静かな声に考えないようにしていた問題が浮かび上がってくる。わたしの防御反応が王太子様に作用しない理由。

　王太子様は多分わたしに『女』を感じていない。性的な感情を一切抱かないからわたしは平気なのだ。

（なんて、皮肉な）

　触れ合っても平気どころか胸がときめく男性に出会えたというのに、その人はわたしをなんとも思っていないなんて。

「……責任を感じておられるのならば、もうお気になさらないでください」

　わたしの出した結論は、『これ以上深入りしない』である。責任感だけで婚約したって、結局どちらも不幸になる。王太子様はいつか本当に身も心も満たされるような相手を娶って幸せになればいい。

「責任……？」

「わたくしが倒れたことを気に病んでいらっしゃるのでしょう？　いつものことなので大丈夫です。ご心配には及びません」

　後腐れないように微笑むと、王太子様はその凛々しいお顔をきょとんとしたあと、まるでゆでだこのように顔を赤くした。

「王太子様!?」

「……どうやら私はエフェリーネ嬢を欲しすぎているようだな……」

　片手で顔を隠すようにしながらも、王太子様はわたしの手を離さないどころか、強く握ってくる。

「あの……？」

「このぬくもりを知ってしまったらもう戻れない。エフェリーネ・ベイレフェルト嬢。私ユストゥス・エン・ゲルディンの妻になってくれ」

　つま。

　この人いま、妻って言った？

　婚約者を通り越して、妻。

　呆然としていると、握られた手がするすると動き、指を絡ませあう、いわゆる『恋人つなぎ』になり、より密着してきた。

「おっ、王太子様！」

「エフェリーネ嬢にどれくらい近付いていいのか調べているのだ。この程度の接触は大丈夫そうだな？」

　言っている間にもにぎにぎと握りこんできたり、指の股をすり合わせたりとなにやら卑猥な動きを見せる王太子殿下の手に、わたしは身体中が火照る心地だった。

「あっ、あの……っ、王太子様……っ」

「私のことはユストゥスと呼んでくれ、愛しのエフェリーネ」

　親指でわたしの手の甲をするするとなぞる度に、王太子様の瞳が怪しくきらめく。上目遣いに見つめられると鎖骨のあたりがギシリと音を立てる。息ができない。

（でも、目が離せない）

　どうしてこんなときに都合よく気絶できないのかと自分の身体を恨めしく思いながらも、視線を逸らせなくて、わたしは自由になるほうの手を熱い頬にあてた。
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　エフェリーネが可愛い。

　もとから美しかったが、戸惑う姿が非常に可愛らしい。今まであまり男性と接する機会を持っていなかったためか、初心うぶな仕草が男心をそそる。正式な返事はもらえなかったが、ここで急いては事を仕損じる。今はエフェリーネにしっかりと楔くさびを打ち込み、ベイレフェルト侯爵他、周りを囲い込むことが先決だ。

（楔を打ち込……）

　自分の思考に淫靡なものを感じ、慌てて膨らみそうになった妄想を打ち消す。エフェリーネはそのような下種な妄想に晒してもいい存在ではない。わたしは自分の頬を自ら張ると目の前の人物に集中した。

「なんだ……大丈夫かユストゥス」

　急に自分の頬を平手打ちした私を心配してか、父上が怪訝な顔をした。それもそうだろう。いつも冷静沈着で表情が乏しいと陰で言われている上に自分の顔を叩くという奇行が噂のたねになると心配なのだろう。

「そんなことより、よろしいですね」

「家柄的にも人物的にも問題はないと思うが……肝心の病のほうはどうなのだ」

　暗に王太子妃は生半可な覚悟では務まらないと言っているのだ。それも人類の半分、男性が苦手となると差し障りも出てくる。

「もしもエフェリーネが相応しくないというならば、私のことは廃嫡して、従兄弟のアッシェルを王太子にして下されば。アッシェルならばきっとやり遂げてくれるでしょう」

「まてまてまて、お前はどうしてそう性急なのだ」

　父上は頭痛がするのか額に手を当てて眉間にしわを寄せる。

「どうもこうも、私はエフェリーネ以外欲しくないのです。もしもエフェリーネを妻に迎えるのに王太子という立場が邪魔なのであれば、その地位になんの未練もない」

「未練を持ってくれ、頼むから。……好いた女と添い遂げたいと思う気持ちはわからないではないが、お前の身分はそう簡単に放り出せるものではないことぐらい、承知しているだろう」

　父上は目を細めて私を諭す。

　もちろん承知している。私自身女にかまけて身を滅ぼすなど愚の骨頂と思っていた節があるだけになおさらだ。しかしそれを押してもエフェリーネが欲しい。この気持ちはもうなかったことにできない。あのような可愛らしい様子を見てしまえばなおさらだ。

「まあ、あれこれいっても本人から色よい返事をもらえなければ意味がない。父としてはうまくいくことを願っているぞ」

「ありがとうございます」

　言質をとれたことをまずは喜ぼう。私は謁見室を後にし、別室へ向かった。

　そこには頭を垂れて私を待っている男が二人いた。一人は王城でも時々会う、ドーソン子爵。そしてもうひとりは公式の場では初めてまみえる、子爵令息ケイシーである。

「待たせたな」

「とんでもございません。ですが王太子殿下が臣の息子にいったいどのようなご用で？」

　心底不思議そうな子爵は人のよさそうな丸い顔にかいた汗をハンカチで拭った。

「ああ、子爵にも聞いておいてほしいと思ってな。まさか子爵はケイシー殿の度を越した行為を容認しているわけではあるまい」

　わざと尊大な言い方をすれば、子爵が顔を青くする。

「わ、私の息子が王太子殿下になにかご無礼を!?」

　寝耳に水もかくやという慌てように、子爵はこの件に絡んでいないことを確信する。エフェリーネのことはケイシーの独断であるらしい。

「私は臣下の度を越えて王太子殿下に失礼を働いたことはありません」

　顔を上げてきっぱりと言い放ったケイシーは子爵よりもよほど肝が据わっている……いや、むしろなんのことか承知している口振りだ。つまりは受けて立つということだ。

「では、私の愛する人に対する無礼と言い換えたらわかるか」

「それこそ身に覚えがございません」

「……っ!?　……??」

　火花を散らす私とケイシーの間でせわしなく顔色を変える子爵が可哀そうだが、この件をあいまいにするつもりはない。

「侯爵令嬢エフェリーネ・ベイレフェルト嬢に付きまとい、彼女に会うために伯爵家の温室にまで忍び込んだことを言っている」

「はっ!?　忍び……？　ケイシーお前、まさか!?」

　子爵の顔色がこれ以上ないくらい悪くなった。侯爵令嬢に付きまとうという行為、そして爵位でも上位となり、しかも国王陛下の信頼も厚い伯爵の屋敷に忍び込むということの意味。事実でなくとも噂が立っただけでも立場が危うい。

「それについては正式に伯爵家にお詫びをしようと思っておりました。しかしエフェリーネ嬢のことは承服しかねます。彼女は私のものです、私の責任において幸せにします。たとえ王太子殿下にだって譲れません」

「しかし君はエフェリーネ嬢に求婚して断られていると聞いている。それなのに閉じられた私との会見の場にまで忍び込んで強引に目の前に現れるなど礼を失するにもほどがある」

「彼女は迷惑なんて思っていなかった！　私を気遣う優しい言葉をかけてくれて……！　権力を笠に着て無理矢理婚約しようとする殿下よりもよほど好かれていると思いますが！　それに彼女は私のインスピレーションを刺激する、創造の女神なのです！　絶対にあきらめません！」

「ケ、ケイシーお前、殿下になんて口を利くのだ！」

　青を通り越して紙のように真っ白になった子爵は必死で息子の頭を押さえつけて平身低頭させようとする。

「殿下、息子は体調が悪い様子。しっかりと言って聞かせますから、どうぞ今日のところはご容赦ください……っ」

　息子を引きずるようにして退室した子爵がどれだけ手綱を握れるかはわからないが、あの調子では恐らくまったく身に染みていないようだった。自分の想い人だといえば引き下がるかと思ったが余計に火をつけてしまったかもしれない。

「エフェリーネ嬢のこととなると、冷静なつもりでも頭に血が上るな……」

　右手を開いたり閉じたりしてエフェリーネ嬢の手の感触を思い出そうとしたが、もううっすらとしか思い出せない。ひどく柔らかく温かだったように思うのだが。

「完全に忘れないうちにまた、会いたい……」

　誰もいない部屋でぽつりとつぶやいた独り言だったが、思いのほか響いてしまい、気恥ずかしくなる。
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　それからたびたび、王太子様は我が家にお忍びでいらっしゃるようになった。あんなに熱烈な求婚のお返事を保留させていただいているというのに、気を悪くした様子もなく、むしろ嬉々としていらっしゃるのは果たしてどんな心境なのか。

　申し訳なく思いつつ、わたしは気がかりを解決できずに悶々としている。

「なにか言いたいことがあるなら、遠慮なく言ってくれ」

　これからもっと深い仲になるのだから、と王太子様は衒てらいもなくおっしゃるが、それをそのまま受け取ってもいいものだろうか。

　だって、あなたはわたしのことを『そういう目』で見られないじゃないですか。

　そんなことは口が裂けても言えない。それではまるで手を出してほしいかのような発言と取られてもおかしくはないからだ。むしろはしたないと眉を顰められる可能性のほうが大きい。

　でも、王太子様がわたしにそういう感情を抱いていないことは確実だ。わたしが倒れないことがなによりの証拠なのだ。

「いいえ？　特に、なにも」

　こんな時は気持ちを上手に覆い隠す令嬢としての振る舞いが役に立つ。にこりと微笑めばそれで済むのだ。

「問題があるなら先延ばしにせず、すぐに言ってくれ。手遅れにならないうちに対処したい」

「ふふふ、ほうれんそう、ですね」

　つい前世の職場が思い出され口をついて出た言葉だったが、王太子様は自然に頷いた。

「ああ、そうだ。ほうれんそうは大事だな……うん？　なんだ、今のは」

「え？」

「……いや、なんだか妙な既視感を感じた」

　不思議そうに首を捻る王太子様だったが、わたしは考え込んでしまう。いまのはとても自然にほうれんそう……報告・連絡・相談という意味で会話が成り立っていたように思う。

　現世では使われていないこのワードに一瞬でも反応した王太子様さまはいったい……。そういえば以前、責任感の強さから長谷ではないかと感じたことがあったけれど、今は全くそう感じない。むしろ……別の人を彷彿とさせる。

「あの、王太子様。無礼なことかもしれませんが、質問してもよろしいでしょうか」

「ああ、構わない」

「……パワハラやセクハラを、どう思いますか？」

「見つけたら誰であろうと看過するわけにはいかない。即日専門の委員会に報告して然るべき処分を……？　セクハラ？　パワハラ？」

　耳慣れない言葉に王太子様はしきりに首を捻るが、わたしは確信を持った。

（この人……上司だ……！）

　前世でわたしの直属の上司だった男性そのままの返答に笑いすらこみあげてくる。ああ、それだもの、わたしをそういう目で見ないわ。

　堅物で四面四角なザ・上司。若くして出世した人で仕事ができるため尊敬はしていたけど、親しくはならなかった彼の人に思いを馳せる。

　局所的に知り合いが転生しすぎではないかという気がしないでもないが、ようやく得心がいった。彼もとても責任感が強かった。長谷のような自己満足ではない、不器用だけど誠実な責任の取り方をする人だった。

　恐らくわたしに性的な興味はないけれど、同情して婚約を打診してくれたのだ。彼は、そういう人だった。

「……王太子様のお気持ちはわかりました。ですが、仮にも王太子様の婚約者ともなれば『白い結婚』では皆様納得されないのでは？」

　ですから、わたしのことは気にせず、本来の結婚を考えられる令嬢をお迎えください、という万感の気持ちを込めて微笑む。しかし、目の前の王太子様はものすごく変な顔をした。

「白い結婚？　エフェリーネ、いったい何を言っているのだ？」

　王太子様は音を立てて椅子から立ち上がるとわたしの手を取った。乱暴ではないが、性急な動作にどきりとする。

「ですから、そういう気が起きないわたしをわざわざ娶ろうとせずとも……」

「そこがおかしいと言っている。どこの世に好きな女を娶ろうとするのに手を出す気がない男がいるというのだ！　エフェリーネの体調もあるだろうから急ぎはしないが、私はそう意味も込めて娶るつもりでいる」

「え、だって……」

　頭が混乱する。だって、王太子様は上司でしょう？　あの人がわたしにそういう気になるっていうの？

「じゃ、じゃあ、わたしを……抱きしめたいと、お思いになるのですか？」

「当然だ！　今だってどれだけ我慢していると思っている……っ」

　掴まれた腕が熱い。王太子様の体温なのか、情熱なのかわからないけれど、確実にわたしに作用している。まるで熱に浮かされるように、わたしは口を開く。

「ならば、……ならば、王太子様はわたしの身体をもご所望なのですか？」

「……っ、身体だけではなく、心も、魂までも欲しているというのに、こうも伝わらぬとは！」

　腕を引かれ、声も上げられないうちに抱きしめられる。今まで感じたことのない、疼きのようなものが全身に走った。叫びだしたいような、恥ずかしいような、不思議な感覚。

　どこかでマリアンヌがわたしの名を呼ぶ声がしたような気がしたけれどそれにこたえることもできない。ただ、王太子様の腕の中でうっとりと不思議な感覚に身を任せていた。

「エフェリーネ、苦しくはないか」

「ええ、とても、ふわふわとした、不思議な心地です」

　大きな手で髪を撫でられるのも気持ちがよく、さらに王太子様に身をもたれさせ、ふう、と息をもらすと彼の身体がびくりと震えた。

「あっ、すみません、重いですよね」

　気持ちよくてつい身体のすべてを任せてしまっていたわたしは、慌てて王太子様から離れようとしたが、本人はそれを許さなかった。

「……このまま、二人きりになりたいと言ったら、エフェリーネは困るだろうか」

　耳元に囁かれた言葉自体が熱を持っているようで、わたしはくらくらしてしまった。






　そこからは、何がどうなったのかわからない。マリアンヌや屋敷のみんながいたはずなのに全く記憶にない。ただ、王太子様に抱き上げられ、わたしの部屋に二人で入った。そこで今までにないくらい鼓動が跳ね回っているのをなんとか宥めながら並んでベッドに腰かけた。

「気分が悪くないか？　大丈夫か？」

「ドキドキしていますが、不快なものではありません……」

　王太子様は辛抱強く手に触れるたび、抱きしめるたび、少しずつ場所を変えてつぶさにわたしの体調を観察した。

　そしてとうとう、王太子様の指がわたしの唇にかかった。

「……口づけを、しても気持ち悪くならないだろうか」

「わ、わかりません……したこと、ないですから……」

　でも、してみたい、とつぶやくと優しく顎を持ち上げられた。とてもではないが視線を合わせることが出来なくて瞼を閉じる。顔が熱い。燃えるようだ。

「エフェリーネ……」

　吐息のような声に背筋が震えた。ふ、と王太子様の吐息を感じた次の瞬間しとりと唇が触れ合った。

「ん……っ」

「大丈夫か、エフェリーネ……」

　頷こうとしてほんの少し顎を引くと再び唇が合わせられる。今度は先ほどよりももう少し強く押し付けられる。互いの唇の上でフニフニと変わる柔らかな感触が行ったり来たりするのが恥ずかしくて王太子様の胸に添えた手で服を掴むと、熱い唇が離れた。

「大丈夫か？　すまない、つい気持ちよくて調子に乗った」

　即座にわたしの顔色を確認したり、頬に触れたりと忙しい王太子様からわたしを思いやる気持ちが感じられ、つい顔がほころぶ。

「ふ、ふふふっ……。王太子様ったら……」

　笑ったわたしに安堵したのか、王太子様は肩を竦めてベッドに倒れこんだ。

「はあ、……緊張した。もし私が口づけたことでエフェリーネが気を失ったらと思うと、気が気ではなかった」

　ふう、と今度は大袈裟に息を吐く。

「あら、その割に情熱的な口づけでしたけど？」

「……煽るな。これでも我慢しているのだ。しかしエフェリーネ、これで私が責任感だけではなくお前を欲しているということがわかったか？」

　ごろりと半身になり片手で頭を支えた王太子様のいつもよりも砕けた様子にわたしは大きく頷く。

「はい、それはもう身に染みました」

　くすくすと笑いあうわたしたちは、ドアの前でやきもきとしている人々がいることをすっかり失念し、ドアを開けた瞬間恥ずかしいことになるのだった。






　しかしそうなると謎が残る。

　わたしが倒れるのは前世の記憶に由来する、男性からの性的な視線のせいだとばかり思っていたのだが、もしかして違うのだろうか。

「もともと人の視線は怖いけれど、それは徐々に克服してきたのよね。発作のようなひどいのはデビュタントの会場、それからあの絵を見たとき、そして伯爵家の温室……あ」

　指折り数えて気が付いた。どれも子爵令息のケイシーが関係しているではないか。男性という大きなくくりではなく、ケイシーに反応していたと考えれば辻褄はあう。

　そして一番の疑念。ケイシーは長谷の生まれ変わりなのではないか、ということだ。あの空気の読まなさ、はき違えた正義感。妙な自信と自己肯定の強さ。容姿は前世のかけらも残っていないが、それ以外の要素どれをとっても長谷である可能性が高い。

　いや、長谷でなくともあのような男は地雷に値する。

　わたしは、ある実験を実行する決意をした。

















４・うまく行きすぎていると思ったら












「エフェリーネ様、大丈夫ですか？」

　つまずいたわたしを受け止め損ねたマリアンヌは泣きそうになりながら、「だから街にお買い物になんて……屋敷に出入りの商会の者を呼べばいいのに」と唇を尖らせている。

「うふふ、ごめんね。でも、今日外出してよかったわ」

　そう、わたしはわざと人目に付くように外出し、視線を集めるように行動してみたのだ。一目で上位貴族とわかる馬車を使い、派手に高額な買い物をした。おかげで老若男女問わずたくさんの視線を集めることができた。

　中にはいかがわしげな目つきを隠しもせず、まるで娼婦を呼ぶようにわたしに向かって口笛を吹く輩までいた。

（無礼で気色悪いとは思ったけど、でも倒れることはなかった）

　数時間にわたり街をうろついて疲れたわたしは、ようやく欲しかった答えに行き着いて馬車に戻ろうとしたとき、石畳につまずいて転んでしまったのだ。したたかに右半身をぶつけてしまったが、でも、有意義なことがわかったのでわたしは満足だった。

　幸い血が出るようなけがはなく、ちょっとした打ち身とあざ、薄皮一枚の擦り傷だけで済んだ。しかしわたしの危機を救えなかった、と落ち込むマリアンヌには悪いことをしてしまったと反省している。

「ごめんなさいね。でも、もし王太子様からの婚約をお受けしたら、こんな風に街へ出ることも難しいと思って」

「まあ、では、エフェリーネ様……？」

　馬車に揺られながら内緒話をするのはいかにも貴族子女のようでなんだか場違いなほどうきうきした。そういえば自発的な外出は初めてのことだ、と思い至り、帰り道まで存分に楽しむことにした。






　お父様に正式に王太子様からの婚約を受けることと、発作の原因がわかり、全ての男性がダメではなかったことを話すと、その場にへなへなと座り込んで泣いてしまった。

「お父様!?」

「ああ、よかった……エフェリーネ、私がいなくなったあと、どうやってお前を守ればいいかと思っていたが……ああ、王太子様ならばきっと……ああ、安堵して腰が抜けてしまった」

「まあ、そんなにすぐにいなくなってしまっては困りますわ。お父様には孫を抱っこしてもらわねばなりませんもの」

「ああ、孫、……孫！」

　感極まって言葉が出ないお父様に寄り添う。今までどれほどの苦労を掛けてきたのだろうと思うと涙が出そうになるけれど、二人して泣いてしまっては収拾がつかなくなってしまう。わたしは涙をぐっとこらえた。






　それからは話がトントン拍子で進んだ。気持ちが前向きになったためか、わたしは深窓の令嬢エフェリーネというよりは前世の濱野美紀のような快活な性格に近くなったような気がする。国王陛下と妃殿下へのあいさつも難なくこなし周囲を驚かせた。

　そうなると周りもそれなりにわたしを扱うようになる。秘密裏に王太子様の婚約者としての教育を開始させ、王城に頻繁に出入りするようになった。

　城内で他の令嬢と会うことが多くなり、いつのまにか顔見知りが増え、知人ができ、とうとう友人までできるようになったのだ。ちなみに最初の友人は伯爵令嬢リディアである。

　同性からの視線はもとより、異性からの興味津々な視線も、得意ではないが受け流すことができるようになり、わたしは今までの引きこもり深窓の令嬢というレッテルを返上した。

　今までできなかった普通の令嬢として行動できるのは、実は王太子様が子爵令息ケイシーに対して王城への出入り禁止にしたおかげだったのだが、当のわたしはそのことにまったく気付いていなかった。

　月日は巡り、わたしのデビュタント兼王太子様との婚約を発表する舞踏会が近付いてきた。慣れないことも多く忙しい毎日だったが、楽しく充実した日々を過ごしていた。

　近頃は令嬢としての気構えが雰囲気に表れたのか、あからさまの好奇の目に晒されることはなくなった。それなりに敬意をもって扱われていると感じていた。結局どれほど邪な視線で見られても、わたしがそれによって倒れることはなかった。

　わたしの発作はケイシーだけに現れるのだと結論付け、ケイシーが立ち回りそうなところに近づかないようにしていたら、どこからかその話が漏れたのか、ケイシーのほうを出入り禁止にするところも出てきた。

　王太子様とも逢瀬を重ね、お互いの理解を深める中で、わたしは一つだけ彼にお願いしたことがある。

「絵、か？」

「はい、とても私的なお願いで申し訳ないのですが、こればかりはわたしにはどうしようもなくて、もはや王太子様にお縋りするしか……」

　ずっと胸に引っかかっていた、わたしの前世・濱野美紀の絵のことである。お父様に調べてもらったところ、あれはやはりケイシー自身が書いたもので、この世界に複数枚存在しているそうだ。

　美人画というわけでもないのに、妙な艶っぽさがあるとのことで一部の好事家に人気があるという。

　それを聞いた時にも鳥肌が立ったが、もしこれがどんどん増えてしまったらと考えると気が遠くなりそうだ。

　どうしてもこのまま放置する気にはならない。あの絵がある限りわたしはいつまでも前世の『濱野美紀』に縛られたままなのだ。

「ふむ……芸術を愛する心に制限をかけるのはよくないと思うが、エフェリーネがそこまで嫌だとなると……ううむ」

　公正を旨としている王太子様は、いくら快く思わないケイシーの作でも、理由もなく処分することは躊躇われるらしい。

「少し時間をくれ。考えてみよう」

「ありがとうございます」

　王太子様の、こういう安請け合いしないところがとても好ましい。堅実な人柄はきっと国民に好かれているだろう。そう言うと彼は声を上げて笑った。

「はははっ！　そんなことを言うのはエフェリーネだけだぞ。私は陰で冷徹な面食い王子と言われているらしい」

「あぁ……なるほど」

　確かに王太子様の優しさを知らない人にとっては殿下の物の言い方は冷たく感じるかもしれない。それにこのエフェリーネの顔を好きだというなら、それは面食いなのだろう。

「こら、そこは否定するところだろう」

　額を小突かれ、反論しようとしたら頬に口付けされてしまう。やめて、放して、こら、あばれるな、などと遊んでいたらいつの間にか隙間なく抱き合い、唇が深く重なるような事態になっていた。










　リディアたちと一緒に王妃様主催のバラを愛でる会に招待されたわたしは歓談の途中で王妃様に手招きされた。

「エフェリーネ、あとでユストゥスが顔を出すそうよ」

「ま、まあ……」

　今や王太子様との婚約が間近なことは公然の秘密となっており、知っている人は知っているという状況なのだ。それに伴ってか、王太子様のわたしに対する好意の発露が最近目に余る……気がする。

　こんな雰囲気のいい素敵なところで王太子様と顔を合わせてしまったらもしかしたら……とあらぬ考えが浮かぶ。

「大丈夫よ、こんなところで襲うような子には育てていないつもりだから」

　茶目っ気たっぷりにウィンクをする王妃様はすべてお見通しらしい。

「いいえ、そんな心配は……」

　一応否定するが、襲わないにしても口付けくらいはされるかもしれない。考えていると頬が熱くなった。

　熱を冷ますために扇で顔を扇いでいると、すぐ近くから悲鳴が聞こえた。見ると王妃様がいるテーブルの影から急に男が飛び出してきた。驚いたものの、王妃様に何かあっては、と急いで王妃様の前に立ちふさがる。

「王妃様……！」

「エフェリーネ危ないわ、お下がりなさい……」

「エ、エフェリーネ・ベイレフェルト嬢……あ、あなた、ぼくを裏切ったね……？」

　あまり身綺麗と言えない格好で現れたのは、わたしがもう一生会いたくないと思っていた人物だった。

「ひっ！」

　ドーソン子爵令息ケイシー。以前温室に乱入してきたときとはあまりに様子が違うので一瞬わからなかったが、やはり以前と変わらず身体が硬直し、震えが止まらない。今にも吐きそうなほど気分が悪い。

「ずっとあなたのことを想ってきたのに……こんなひどい裏切り……っ」

「な、なんのことです？　わたしが裏切ったなどと……」

　気丈に言い返したかったが、声が震えて滑稽だっただろう。しかし今のわたしにそれを気にするような余裕はない。倒れないだけ褒めてほしいものだ。

「とぼけないで下さいよ！　僕の求婚に思わせぶりな態度をとったくせに、おっ、王太子と婚約なんて……！　ゆ、許せないよ！」

　唾を飛ばす勢いで畳みかけるケイシーを、もはや視認することも困難だ。いつ気絶してもおかしくないと思っていると、背後から王妃様の護衛騎士が駆けつける気配がした。

「あなたからの求婚は、お父様が既にお断りしています。おかしな因縁をつけないでください」

「うるさい！　僕はあなたに求婚したんだから、侯爵ではなくあなたが答えるのが筋でしょう！　それに気遣うような言葉をかけておきながらそのあと無視するなんてひどい人だ！」

　気遣うような言葉……？　心当たりが全くない。しかもケイシーと話したのは伯爵家の温室での一度きり。それも二言三言。そんな短い会話にいったいどんな気遣いを盛り込めるというのだ。朦朧とする頭で考えていると、ふと思い当たった。

「……捕まりたくないのなら早く立ち去って、というようなことを言った覚えがあるのですが、もしかしてそれでしょうか」

「そう、それだよ！　僕が捕まらないように気遣う優しい言葉、覚えているじゃないか！　それを今まで忘れていたなんてひどい人だ！」

　……別の意味で頭が痛くなってきた。なんて都合のいい頭をしているのだ、この男は。自分のいいように解釈するにもほどがある。本当に長谷そっくりだ。

「侯爵令嬢、大丈夫ですか。ここはわたくし共に任せてお下がりください」

　王妃様の護衛騎士がわたしの肩に触れた。

「あ、騎士様……」

　もう意識を保つのが限界に近付いており、わたしは心底安堵し、お言葉に甘えようと後ろを振り返ったその時。対峙したケイシーが吠えた。

「僕と話しているときに他の男といちゃつくんじゃないよ、この売女！」

「へ？」

　我ながら間抜けな声が出た。とんでもないことを言われたと思い、再びケイシーに目を向けると、彼は事もあろうに懐からナイフを取り出してこちらへ向かってきた。

「……！」

　驚いて声も出せずにいると騎士様がわたしをかばうように前へ出て、腰に佩はいた剣に手をかけた。

（あ、斬られてしまう……！）

　目の前で惨劇が起ころうとしている恐怖に顔を引きつらせると、わたしを呼ぶ声がした。

「エフェリーネ！」

「王太子様!?」

　不意に横から現れた王太子様がケイシーに飛びかかった。完全に死角からだったため、ケイシーはなす術もなく引き倒された。

「うぐっ！　は、離せ！」

　どっ、と胸から倒れたケイシーの背を膝で押さえ、両腕を後ろ手に拘束した王太子様はものすごい勢いで顔をあげた。

「エフェリーネ、無事か！」

　その顔は焦りと不安で覆いつくされていた。私が呆然として何も言えずにいると、王太子様は駆けつけた護衛騎士の一人にケイシーを引き渡す。

「審議官が来るまで目を離すな」

　声がいつもにも増して冷たい。騎士も緊張した様子で頷く。言外に王太子様の怒りを感じ取っているのだろう。

「エフェリーネ」

「は、はい……」

　わたしに向かって伸ばされた手に怖々手を乗せると、すぐに掴んで引き寄せられる。

「きゃ！」

「顔色が悪すぎる。すぐに医師に診てもらおう」

　言うが早いか膝裏に手をまわし、あっという間に横抱きにされてしまった。周囲の令嬢たちからきゃあ！　と黄色い声が上がる。すっかり忘れていたけれど、ここは王妃様主催のバラを愛でる会の会場で、リディアや他の知り合いもたくさんいるのだった……！

「あ、あの、王太子様、大丈夫です。一人で歩けますから、降ろしてください！」

　婚約は秒読みとはいえこのように堂々と王太子様に抱かれて練り歩くのはまずい、と顔を青くすると、今度は王妃様に諫められてしまう。

「駄目よ、エフェリーネ。本当にひどい顔色なのだからこのままユストゥスと一緒に行きなさい」

　……王妃殿下にまで言われてしまっては、わたしはもう黙るしかない。王太子様の腕の中で、なるべく見られないように顔を伏せていると、なぜか両端に並んだ令嬢たちから拍手で送りだされてしまった。

　なんだこれ中学の卒業式か、と思わぬ古い記憶が思い出されて笑いをこらえるのに必死になってしまった。






　すぐに医師の診察を受け、ベッドに寝かされてしまう。まるで重病人のような扱いに戸惑っていると王太子様が手を握ってくる。

「いくら母上を守ろうとしたとはいえ、あの男の前に立ち塞がるなど……息が止まるかと思ったぞ」

「わたしもよく考えずに前に出たもので……でも、だからといって何をできたわけでもないのです」

　お恥ずかしい、と瞼を伏せると大きな手に頬を撫でられた。

「そんなことはない。エフェリーネのおかげで騎士や、わたしが来るまでの時間を稼げた」

　その手があまりに優しく、慈しみを持った触れ方だったので、わたしはうっかりその手に頬をすり寄せてしまった。

「……エフェリーネ、ここでそのような可愛らしいことをされては我慢が利かぬ」

　妙に掠れた声に若干のオスみを感じ取って、わたしはうっとりと閉じていた瞼をカッと見開き、上体を起こした。

「な、なにをおっしゃっているのですか!?　こ、こんなところでっ」

　そう、ここは由緒正しい王城内の医務室で、王太子様の計らいでもったいなくも王家専用室を利用させていただいているのだ。周囲に一般人はいないが医師のほか看護師の方も数名いらっしゃるし、ベッドを隠す衝立ついたての向こうには王太子様の護衛騎士も数名待機しているというのに！

「お、おほほほ……お戯れを！」

　さりげなくベッドの上を移動し、王太子様から距離をとろうとするが、その目論見はあっけなく看破される。王太子様はベッドに腰かけ、わたしの腰を抱き寄せると耳に息を吹きかけるようにして囁く。

「エフェリーネ、どうか君が無事であることを確かめさせてくれ」

　低く鼓膜を震わせ、身体の隅々まで浸透するような王太子様の言葉に、背筋がわなないた。どう考えても艶っぽい意味合いを含んだ言葉に、衝立の向こうでさわさわと人が移動するような気配がした。

（あっ、忖度している……わたしの身体の心配より殿下の性欲が優先されている!?）

　静かにドアが開き、続いてそおっと閉められる音がして、わたしは王族を止める術はないのだと悟った。






　結局わたしはケイシーに触れられたわけでもなければ倒れたわけでもないので、無事に違いないのだが、何度そう伝えても王太子様は納得してくれなかった。

「倒れそうになった時にテーブルにどこかぶつけたかもしれない」

　そう言ってドレスの紐をほどき、コルセットを緩めようとする。

「で、殿下いけません……このドレスは一人では着ることができないのです……！　ん、んんっ」

　メイド三人がかりで着せてもらったドレスは、正直なところ着ているわたしもどうなっているのかわからない。特に背中部分は複雑に編み上げられたデザインのため、メイドたちも説明書と首っ引きで着付けたのだ。

「脱がし方を逆からたどれば着せられるだろう。エフェリーネが今後どんなに複雑なドレスを着ようとも、私がしっかり覚えておくから安心していい」

　聞きようによってはド変態なことをのたまいながら、王太子様はドレスの裾を捲り上げ、すねに手を這わせながらわたしに口付ける。食むように下唇を挟まれると、ついいつものように唇を開いてしまう。もう、何度となく交わした口づけはわたしの無意識を支配する。

「ふ、……あっ」

　唇の隙間をこじ開けるようにして侵入してきた舌は我が物顔で口腔内を這いまわり、とうとうわたしの舌を捕捉した。ひたりと重ねられ摺り合わされると、身体の奥が痺れて上体を起こしていられなくなる。

「ん……っ、ふ、あ……っ」

「ああ、エフェリーネ、なんて可愛らしい……」

　解放されたのも束の間、またすぐに、先ほどよりも深く唇を重ねられる。息を奪うように激しい口付けは、注意力を散漫にさせる。

　王太子様の手がドロワーズの上から、秘められたあわいをなぞり上げるのをやすやすと許してしまったわたしは心の準備ができておらず、子犬のように鳴いてしまった。

「ひゃん！　あっ、お、王太子様ぁ……っ！　あ、あんっ」

　声を抑えることもできない。きっと廊下には王太子様の護衛や医師たちが不測の事態に備えて待機しているはずなのに、わかっているのに声が抑えられない。

「ああ、ほら濡れた感触がする……やはり隅から隅まで確認せねば」

「や、それは違います……っ、わたしは無事ですからぁっ、王太子様、あ、あぁっ」

　しとどに濡れたあわいを指の腹で擦り上げられ、その上にある花芯を優しく押しつぶされる。多少の触れ合いはあれども、ここまで深く親密な触れ合いは初めてだ。前世の記憶はもっているが、未だに無垢なエフェリーネの身体は過剰に反応する。

「はっ、あああっ！」

　それが快感なのかもわからない初心な身体は、激しい刺激に跳ねる。一拍遅れて全身からどっと発汗し、心臓がバクバクと騒がしくなる。

「ああ、イったようだな……エフェリーネ、可愛い……」

　声を欲情に染めながら王太子様が顔中に啄むようなキスをする。ちょっと待って、と止めたいけれど、初めての絶頂に息が整わない。

（なんなの……なんなのこれ……すごすぎる！）

　今も蜜洞が快感に痙攣している。動揺を隠し切れずにいるとベッドが軋み、王太子様が覆いかぶさってきた。

「はあ……エフェリーネ……堪らない……っ」

　わたしと王太子様を隔てていた毛布はどこへいってしまったのかわからない。いつの間にかドロワーズは膝まで下げられており、濡れた秘裂に直接太い指が触れていた。

　指の腹で花芯を摺り上げ、そのまま秘裂を撫でる。刺激は強いのにその手つきは非常に優しい。傷つけないように細心の注意を払っているのがわかるが、できたら周囲の状況にも注意を払ってほしいものだ。

「王太子様……っ、だめ、人が……っ」

「人払いはしてある。気にするな」

　いや、室内にいないのは承知しているけれども、ドアの外にいるじゃないですか！　と言外に訴えるのだが、気持ちが昂っている王太子様は些末なことと気に留めてくれない。

「ああ、ほら、そろそろエフェリーネのここが花開くのではないかな？　少し催促してみよう」

　淫らな水音がして蜜に濡れた指が襞を分け入って入ってきた。少しの違和感とともにつぷ、と指先が隘路へ侵入してきた。

「ひう！」

　指は解すように入口をぐるりと一周すると小刻みに中を撫で始める。決して無理矢理ではないが確かな存在感で身体を拓かれていく感覚が生々しくわたしを刺激する。

「や、……っおう、たい、し、さま……っ待って、あぁっ、お願い……っ」

　必死に我慢しているけれど、漏れてしまう声は隠しようがないほどに艶を含んでいる。自分の声に興奮するわけではないけれど、引きずられてしまいそう……っ！

「いやか？　痛いのか？」

　口を開くと喘いでしまいそうなので、首を横に振って否定する。痛くはない……、痛くはないけれど！

「気が付いているか？　エフェリーネの腰が先ほどから誘うように動いている。中が気持ちいいと言っているようだ」

「や、……っちが、……っぁん！」

　中に入れられた指がさらに大胆に動く。ある部分を押したり、集中的に擦ったり軽く突いたり、そのたびに身体がびくびくと、まるで陸に打ち上げられた魚のように跳ねるのが恥ずかしくて仕方ない。

「ああ、このままエフェリーネをわたしの物にしてしまいたい……」

　熱っぽく掠れた声に一拍遅れてぎくりとする。

（いや、わたし今、同意しようとしてしまった……っ）

　よくない。ここで流されるのはよくない。

　きっと皆さん知らないふりをしてくれるだろうけど、きっと噂されてしまう。なにせこの世界でも『内緒なんだけどね……』という前置きは有効なのだから……！

「あっ、王太子様！　中は、中はだめですからね！」

　指でさえこの調子なのに、指よりもっと太いものを出し入れされてしまったら、きっと声を抑えることができない。きっともっと大きなはしたない声を上げてしまうに違いないのだ！

「……なにを、ここまで来たらこのまま繋がる流れではないか？」

「いいえいいえ！　ここで致すのはよくありません……っ」

　ロマンティックなシチュエーションにこだわる気はないが、それでもギャラリー？　リスナー？　がいるところでは避けたい乙女心をどうか汲んでほしい……っ！

　必死に目で訴えると、王太子様は眉間にしわを寄せて暫し葛藤する様子を見せた。そしてわたしの身体をひっくり返した。

「……きゃっ、王太子様？」

「挿れない……だが、こんなにいやらしいエフェリーネを見て治まるわけがない……っ」

　ドレスを捲り上げられお尻が露出したのに驚く。いや、これはバックの構えじゃないですか！　と叫びそうになったが、王太子様がわたしのふとももを揃えて腰を高く上げさせた。

「えっ？　なに？」

「このまま足を閉じていてくれ……挿れないから……っ」

　切なげな声が背後から聞こえたかと思うと、ふとももに熱い昂ぶりが宛がわれた。それは柔らかい内腿の肉の間にむりむりと自身を押し込み、突いてきた。
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「ひゃ……っ」

「ああ、エフェリーネ……、くっ」

　悩ましげな王太子様の声を聞きながら前世の記憶が思い出される。

（これは……す、素股！）

　確かに入れてはいないが、疑似、というか限りなくセックスに近い……！

「あ、あぁっ！　王太子様……っこれ、だめ、こすれて……っあ、ああ！」

　耳を塞ぎたくなるほどに粘液の音が激しく耳を犯す。王太子様の太く張り詰めたものが突かれ引かれするたびに柔襞を抉るように刺激する。挿入されると勘違いした蜜洞から蜜がどんどん溢れ出てくる。

「はっ、……っすごい……っ、すぐ出そうだ……っ」

　直接的な言葉に顔が熱くなる。で、出るってことは気持ちいいって、こと……ですよね？　激しく揺すられながら羞恥以外の感情が湧き上がるのがわかった。

　それは甘くてふわふわした、まるで綿菓子のような感情。その脳の大事な部分が蕩けてしまいそうな感覚に箍たがが外れたのがわかった。

「んんっ、あっ！　……王太子様、……ユストゥスさま……ぁっ」

「……っ、エフェリーネっ！」

　王太子様の雄芯がひときわ鋭く襞を抉り、その先にある秘玉を先端で押し潰した。瞬間、目の前で白い火花が散った。蜜洞がきゅうう、と引き絞られた。

「あ、あぁ……っ！」

　神経の全部がそこに集約され急に高いところまで引き上げられたあと、全てがパッと解放された。

　くぐもった声が聞こえ、直後に弛緩した王太子様の身体が覆いかぶさってきたことで、事が済んだことが知れた。

（ああ、挿れないうちからこんなに気持ちいいなら、本番はどんなふうになってしまうの……？）

　全力疾走した後のような発汗と整わぬ呼吸の中で心地よい疲労に任せてベッドにくずおれると、ドレスの中で濡れた粘液の感触がして鳥肌が立った。

（……これは、王太子様のアレか……！　うわあ……生々しい……）

　ここでうっとりと王太子様の腕に抱かれてピロートークでもできたらどんなにいいか、と考えないでもなかったが、ここが王太子様の寝室ではなく医務室だという事実はなににおいても優先される。

　わたしは名実ともに重い腰を上げて後始末にかからねばならなかった。

















５・懺悔と未来












　もちろん、噂は風のように駆け巡った。人の口に戸は立てられぬとはよく言ったものである。ただ事ではない様子の王太子様と侯爵令嬢の噂はその日の夜にはお父様の耳に入り、翌日の昼にはお城の皆が知るまでになった。

「……せめてあのシーツを持ち帰ることができれば」

　汚れの全てを拭ったあの王城医務室専用のシーツ、あれを持ち出せずに医務室の他の洗濯物に紛れさせてしまったことが非常に悔やまれる。

「シーツ一枚でどうにかなるものではございませんよ」

　王城に向かう馬車の中でマリアンヌは呆れ顔である。

　結局わたしたちは清いまま（完全に真っ白かと言われれば口を噤んでしまうのだが）であったものの状況証拠がそろいすぎていることから、デビュタントでの発表を待たずに婚約式を行うことになった。

「しかも、婚約式って」

　そう、たとえ王族であってもわざわざ婚約のために式典を催すことはない。いわば『たかが婚約』だ。この国では口約束や紙切れ一枚でも成立してしまうこともある、なんなら破棄されることも珍しくもない婚約に、わざわざ式まで執り行うとはただただ恐縮である。

「王妃様の肝煎りですからねえ」

　わたしの心を読んだようにマリアンヌが嘆息する。王妃様は自分が襲われそうなところ身を挺して助けた勇敢な令嬢（わたしのことだ）が、自分の息子によって段階を踏まずに花を散らされた（散ってない）ことにひどく心を痛めたということだ。もちろん何度も説明をした。ケイシーの狙いは最初からわたしだったので王妃様は巻き添えをくらってしまった形だし、怪我はしていないし、医務室で花が無理矢理散らされたわけでもない。

　まあ、外聞はよろしくないがもともと婚約することが決まっていて、公然の秘密という段階のわたしたちが誤解を受けても問題ないように思う。

「いいえ、これは男をつけあがらせないようにするための儀式です」

　王妃様は毅然と言い放った。

「もしもこれから、ユストゥスの振る舞いを過大解釈して『身体さえ手に入れればこっちのもの』などという不埒な考えの者が現れたとききっちり責任を取らせるために、今回のこの儀式は女性主導で行う必要があるのです」

　いつの間にか式典が儀式になっているが、もはや口を出せる状態ではない。城内で合流したお父様とわたしは王妃様の剣幕に頷くことしかできなかった。

　ちらりと正装の王太子様を盗み見ると神妙な顔で前を向いている。すでに数回にわたってこってりと絞られた後のようだ。

　わたしは膝のあたりをじっと見た。まるでウェディングドレスのように純白で繊細なドレス。前世でも見たことがないくらい豪奢なそれはやはり心が躍る。

「すまないな、私に堪え性がないばっかりに」

　神殿で神官からの祝福を受け儀式は無事終了した。長い神殿の廊下を並んで歩きながら、王太子様が眉を下げる。

「いえ、その……わたしも本気で嫌だったわけでは、場所さえ適当なら、と……ですからそんなに謝らないでください」

　それに男性と関わらずに生きていくつもりだったわたしがこうして人と添うことができる幸せを与えてくれたのは、誰でもなく王太子様なのだ。感謝こそすれ謝られる筋合いではない。

「……っ、いまからそのように私を甘やかしては後々大変なことになるぞ」

　エスコートしていた手を腰に回すと、王太子様はグイ、とわたしを引き寄せる。その力強さに先日の触れ合いを思い出し顔が熱くなる。

「……わたくし、誰彼構わず理由もなく甘やかすような節操なしではございません」

　甘受してもいいのだと言外に伝えると、腰に回された腕に力がこもった。

（これは、うれしいということ……よね？）

　廊下を抜ける足取りは、柄にもなく弾むようだった。










　それから間もなく、ケイシーに対する審議が行われた。王妃様主催のバラを愛でる会に招待されていないにも関わらず乱入、王妃様の前で刃物を振り回して令嬢を恫喝したことを咎められている。

　本人は訳の分からないことを言っているらしいが、王族を危険にさらした罪は重く、更にたくさんの目撃者がいることで言い逃れが出来ず、重い罰が課せられるということだった。

「国境の寒村にある施設に送られるそうだ」

「……そうですか」

　温室に侵入したときはまだ話が通じたような気がするが、バラを愛でる会で見たときは、既に常軌を逸していたように思う。

　王太子様の部屋は無駄なものが置かれておらず、実直な彼の人柄そのものを表しているようだった。それに今は人払いされていて思考を邪魔するものがない。わたしはソファに浅く腰かけ、人一人の人生の重さを思って両手をきつく組んだ。

　なにが彼をそれほどまでに狂わせてしまったのか。

　わたしがいなければよかったのか。

　そんなことを取り留めもなく考えていると、隣に座った王太子様に肩を抱かれた。

「私以外の男のことを考えて、そんな悩ましげな表情をするなんて、不敬だな」

「……王太子様、わたしは今から寝言を言います」

　王太子様に凭もたれて、わたしは呟いた。聞こえないなら聞こえないでいい。他人の人生を背負うほど、わたしはまだ強くない。

「寝言？　エフェリーネ、どういう……」

　戸惑ったように聞き返されたが、聞こえないふりをした。なんといってもわたしは今寝言を言うくらいだから、寝ているのだ。

「わたしには前世の記憶があります。そこでわたしは子爵令息のような男のせいでひどい目にあって追い詰められ、心身ともに疲れ切って死にました。生まれ変わった今生では幸せになろうと思ったのですが、結局同じような目に遭ってしまったようです」

「エフェリーネ……」

「でも、けっして誰かを不幸にしてまで自分の幸せを願ったわけではないのです……わたしはどこか静かな田舎でひっそりと、誰にも迷惑をかけずに生きようと……」

　当初の予定はそうだったのだ。でも、王太子様と出会い、いつしか傍にいたいと願ってしまった。

「私がエフェリーネを好きになってしまったことが、エフェリーネを苦しませていたのか？」

　王太子様の低く静かな声が降ってくる。

「ち、違います！　もしも王太子様と出会わなかったら、きっとわたしは幸せがなんなのかも知らずにただ干からびていくだけの人生だった……！」

　違う、王太子様まで重荷を背負い込ませるつもりではなかったのに！　わたしは凭れていた身体を起こそうとしたが、大きな手に止められた。

「寝ている人間がそのように動くものではない」

「……」

　王太子様の手は大きく温かい。その手でゆっくりと髪や背を撫でられると気持ちが落ち着いてくる。

「ケイシーがああなったのも、私がエフェリーネを好きになったのも、エフェリーネのせいではない。だが人にはそれぞれ本分というものがあるだろう。ケイシーはそれを越えてしまったために身を滅ぼしたのだ」

　でも、わたしがいなければ、という気持ちが消えない。子爵令息にも家族がいる。親兄弟も悲しんでいるだろう、彼らがわたしを恨むだろうと思うと気が塞ぐ。

「エフェリーネ、つらいことは私に分けてくれ。一人では耐えられなくとも二人なら耐えられるかもしれない」

「王太子様……」

　心を尽くしてわたしに寄り添おうとしてくれる王太子様に、ますます気持ちが傾ぐ。この人が愛しいという気持ちがあふれてくる。

「落ち着いたら出湯に行こう。離宮の近くに湧いているのが見つかったのだ。気分転換にはもってこいだと思う」

「出湯……温泉……」

　そのワードに引っ掛かりを覚え、記憶を探る。『気分転換に温泉にでも行ってリフレッシュしてくるといい』。疲れ切ったわたしに、前世で上司が最後に掛けてくれた言葉だった。常に周りにも自分にも厳しくて仲良くしたことがない上司だったが、もしかしたら口先だけでなく、本当にわたしを気遣ってくれていたのかもしれない。

（……そうだったらいいなあ。前世からわたしを想ってくれていた、なんてドラマティックだし）

　わたしはほんの少し軽くなった心で王太子様の肩に凭れた。
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　その後はデビュタントもつつがなく終え、一人前のレディとして社交に励んだ。既に王太子様の婚約者だということが国中はおろか国外にも知れ渡り、忙しい日々を過ごしていた。

　私が気にしていた濱野美紀の絵画は犯罪者が描いたものという名目で発禁扱いとなり、見つけ次第処分された。

　王太子様自らが主導して取り締まりと周知を行った結果、持っているだけで犯罪扱いになるということで所持していた一部のマニアは手放したり、自らの手で焼き捨てたりしたという。






「最近のエフェリーネ様は以前にも増して美しいですわね」

「本当に！　いつもきらきらとしていらして、なにか特別になさっていることがあるのですか？」

　王城で開かれた夜会で令嬢たちに質問攻めにあうのにも慣れ、軽くいなせるようにもなった。

「特別なことはなにも。よく寝てよく食べることが一番です」

　美の秘訣を知りたい令嬢たちから不満の声が漏れたが、本当に特別なことはやっていないのだ。

　しかし前世で芸能人が同じような内容のインタビューに答えているのをテレビの液晶越しに見ていた自分もそんなわけない、と思っていたので令嬢たちの気持ちもわかる。

　なにかそれっぽいいい感じのことをひねり出さなければ、と頭を悩ませていると、リディア嬢がほほほ、と笑う。

「みなさま、そんなことをエフェリーネ様に尋ねるのは野暮というものですわ」

「どういうことですの？」

　誰かが不満そうに声を上げる。わたしはなんだか嫌な予感がしたが、止める間もなくリディアが口を開いた。

「あの王太子殿下に愛されていらっしゃるのですもの、色艶だってよくなるにきまっていますわ！」

「リ、リディア！」

　同時に周囲からきゃー！　と黄色い声が上がる。

　冷徹な面食い王太子、と揶揄されていた王太子様は、最近目に見えて柔らかくなったと評判だ。政務にも力を入れ、若い官僚や貴族子弟たちと連携して改革を進めている。

　今は主に農村地域の税の見直しをしているという。そのきっかけになったのはケイシーを収容した施設の劣悪な環境を目の当たりにしたためだという。

　財源が乏しい農村地域において収容施設の運用は国からの補助があっても難しいのだという。円滑な運用には固定財源が必要になる。しかしただ闇雲に課税するのでは反発が起きる。まずは国民の収入を増やして、安定した生活を保障する。生活基盤が確立してこその徴税だ。

　しかし主要産業の農業は気候に左右され収量が一定しないことが多い。大雨、冷害、河川の氾濫、干ばつ……イレギュラーに備える備蓄も必要、河川の整備も必要、地域ごとの指導者の教育も待ったなし……一つ手を付けると雪だるま式に問題が転がり込んでくるとぼやいていた。

「王太子様におかれましては、精力的に政務に励んでいらっしゃいますので、少しでもお疲れを癒して差し上げられればと思っておりますが」

　会える時間が減ったためなのか、以前にも増して濃い接触が多く、戸惑うこともある。約束通り、エフェリーネがどんなに複雑なドレスを着ても着崩すことなく元通りきっちりと着せ直す技術力は向上を続け、今や髪結いの技術まで習得しつつある。末恐ろしい男である。

「エフェリーネもこう言っている。盛り上がっているところ悪いが、私の婚約者をお借りしてもよろしいかな？」

「きゃ！　お、王太子様！」

　わたしを取り囲む輪が崩れ、王太子様がゆっくりと歩み寄る。その優雅な足取りとほんの少し上がった口角、油断ない視線に誰もが口を噤んだ。

「ユストゥス様……」

「おや、エフェリーネ。先ほど誰かが言ったように先日逢ったときよりも美しくなったのではないか？」

　自然な動作で腰を抱くとわたしの手を取って口付ける。合わせた視線の対外的な甘さの中に隠し切れない欲望が見えて、思わず息を呑む。

「まあ、王太子様までそのような戯言を……」

　動揺を隠すように扇を広げ口元を隠すと、強引に連れ出されそうになるので半身になりながら令嬢たちに挨拶をする。

「み、皆さま少し失礼いたします……！」

　この場を去ってから、いったいどんな噂をされるのか考えると恐ろしかったが取られた手を振りほどく気にはならなかった。






「このような夜会に出席するよりも、わたしはエフェリーネと二人きりで……」

「もう！　社交も大事ですと何度も申し上げました！」

　ベランダで夜風にあたりながら、頬や額に口付けを仕掛けてくる王太子様に反論する。それでなくてもわたしは社交界においては周回遅れなのだ。

　これから王太子様の婚約者として人脈を形成し彼を支えていかねばならないと思って活動しているのに、当の本人がそれを邪魔するなど本末転倒だ。

「社交も大事だが、私と二人きりの時間も大事だとは思わないか？」

　耳に息を吹き込まれるようにして囁かれると背筋が震え、身体が甘く弛緩する。本気で嫌なわけでもない上に、すでにわたしの身体のツボを多く知っている王太子様に敵うわけがないのだ。結局なし崩しにその気になりつつある身体をなんとか奮い立たせる。

「だ、大事ですよ……王太子様との時間はなににも代えがたく……っ」

　腰に添えられた手がさわさわといたずらに動き回るのを、身をよじって耐える。結局いつも王太子様のペースに引き込まれてしまう。

「ならばあちこち飛び回って疲れた私を癒してくれないか。エフェリーネの肌に触れているとどうしてだかだるい疲れが心地よい疲労に変わる気がするのだ」

　低い声に艶が混じる。腰を掴まれ押し付けられた下腹に昂ぶりの気配を感じると、蜜洞の奥が潤み始めた。

「……っ、だから、人目に付くようなところで盛るのは、お控えくださいと……っ」

　なおもぐいぐいと押し付けることをやめない王太子様の肩を押す。いつも場所を考えてくれれば応じるのもやぶさかではないと言っているのになんだというのか。腹立たしくなるが、今日一番の甘い声に力が抜けてしまう。

「エフェリーネが日に日に美しくなるから、周囲への牽制も込めてやっているのだ。本当に君の美しさは国を滅ぼしかねない」

　そんなわけあるか！　と反論しようとしたが唇を塞がれてしまう。合わせるだけの口づけと思いきや、すぐに呼吸を奪うような激しい口付けになり、目を白黒させる。

「は、……っふ、ぁ……っ、ユ、ユストゥス様……っ」

　舌を吸われ下唇を食まれ、もう支えられないと立っていられない。くたりと逞しい胸に凭れると膝裏を掬われ抱き上げられた。

「おや、エフェリーネは疲れてしまったようだな。横になれるようところへ移動しよう」

（……っ、しらじらしいことを……っ）

　いくら憎まれ口をたたいてもこの状況を覆すことはできない。わたしは王太子様の首に腕をまわして身体を安定させる。

「ええ、そうですわね。わたくし疲れてしまったかもしれません。このまま横になったら朝まで眠ってしまいそうです」

　わざとらしく口元に手を当てて欠伸の真似をすると王太子様が慌てたように足を速めた。

「待て、本当に寝てしまうつもりではないだろうな？」

「さあ、どうでしょう？」

　はぐらかすと王太子様が急に進行方向を変えた。驚いて声を上げると「秘密通路を使う！」と言い出したものだから、つい大声を出してしまった。

「そ、そんなことのために国家機密を使わないでください！」






　なんとか王太子様を思い留まらせ、通常の通路を使い王太子様の寝室にたどり着くと、扉を閉めてすぐに抱きかかえられたまま唇を重ねる。降ろしてほしくて胸を叩くが、そのままベッドまで運ばれてしまう。

「ん、あ……っ、王太子様……おろしてください……っ」

「いやだ」

　王太子様がわたしを抱えたままベッドの際に座ったので、膝の上に乗った状態で口付けを受ける。互いに舌を絡め摺りあわせる深い繋がりに思考がふわふわする。

「王太子様……、ユストゥス、さま……っ」

　口付けの合間に名前を呼ぶと、抱きしめる腕に力がこめられるのがわかって嬉しくなる。もっと近づきたくなって、首に手をまわして身を寄せると、口付けがより一層深くなった。

「ん、は……っ、う、んんっ」

「エフェリーネ、……」

　太ももに添えられた手が明確な意思を持って這いまわり、隙間に差し込まれる。すりすりと内腿をさすりながら移動していく先は、もうすでに潤み始めている秘裂、そしてその奥だ。それがわかると皮膚全体が期待するように粟立つ。

　中を触れられた時の快感を思い出し、腰が勝手に動いてしまう。

「……エフェリーネ」

　少し掠れた声が王太子様も興奮していることを教えてくれる。目を合わせると、そっとシーツの上に横たえられる。

「エフェリーネ、私の女神……」

　王太子様はゆっくりとした手つきで髪を優しく撫でてくれるが、その声に余裕がないことを感じ取り妙な幸福感がじわじわと沁みてくる。

「……ユストゥス様……」

　王太子様主導のようにみえますが、わたしだって大概我慢の限界なのです。期待に膨らんだ胸に手を添えられ優しく揉みしだかれる。コルセットによって寄せてあげられて柔らかさが増したそれは大きく熱い手のひらでむにむにと形を変えられる。ドレス越しにその先端にある蕾を見つけられ摘ままれる。

「ん、あぁ……っ、や、んん……っ」

　すりすりと捏ねるようにしたあと、抓るようにされるといちいち反応してしまって恥ずかしい。

「エフェリーネはこうされるのが好きなのだな……直接触っても？」

　笑みを滲ませてことさらそこを執拗に攻めていた王太子様は、わたしの上体を起こすと器用にドレスの紐をほどき始める。ホックを外し隠しボタンも器用に見つけてしまう。まるで花占いでもするように一つ一つわたしを裸に剥いていく。

「返事を聞く前にもうそのつもりではないですか……」

「抵抗をしないからてっきり同意してくれているものだと思っていたが……。そうだな、こういうことはきっちりとしなければな。では改めてエフェリーネ、ドレスを全部脱がせて君の可愛らしい胸とその先端の可憐な乳首を愛でて、撫でて、そして口に含みたいのだがいいかな？」

　正面から真顔で尋ねられ、二の句が継げない。まったく、なんてことを言うのだこの人は！　閨での同意を得ることは大事だが、それでもこのように行為の一つ一つに許可を得るのは恥ずかしすぎる。

（絶対、わざとやってる……！）

　睨んでみるが、王太子様は余計に笑みを深めた。

「ああ、いいな……その挑戦的な顔……とてもそそる」

「そ、そそそ……っ！」

　幸せそうに目を細める王太子様は、職人もかくやという速さで残りのドレスを剥きわたしを生まれたままの姿にしてしまった。恥ずかしくて足をピタリと閉じ、腕で胸を隠すが、王太子様の低い声で乞われる。

「隠さないで見せてくれ、エフェリーネの全てを」

「あ……」

　両手を差し伸べられ、躊躇う。この手を取るということは胸を晒してしまうということだ。正面にいる殿下に、全てを見られてしまう……。今までもかなり際どい触れ合いをしたが、それはすべて着衣のままだ。こうして肌を晒すのは実は初めてなのだ。わたしは視線を下に向ける。

（あ……、そうだ。この身体はエフェリーネだ）

　前世の濱野美紀ではない。でっぱりもくびれも人並み以上の社交界の華、エフェリーネ・ベイレフェルトだ。わたしは急に妙な自信が湧いてきて王太子様の手を取ろうとした。しかし彼のズボンの前を押し上げる昂ぶりを目にしてしまい、また少し怯む。

（す、素股の時も思ったけど……王太子様、すごい……のよね）

　きっと無理なことはしないと思うけれど、それでも破瓜の痛みは回避できそうにない。

「ユストゥス様、い、痛くしないでくださいね」

　きっと今日は最後まで止まらないだろう。王太子様の昂ぶりを受け止めるにはエフェリーネ・ベイレフェルトの身体は華奢が過ぎる。

「……努力する」

　痛くしない、といわないあたりが、この人の誠実さを表している。わたしはようやく王太子様の手を取った。切れ長の瞳がわたしの身体を舐めるようにくまなく見ているのを感じると恥ずかしさで身体が熱くなる。もぞ、と腰を揺らめかすと王太子様が息を吐いた。

「ああ、息をするのを忘れるほど美しい……触れても？」

　王太子様はわたしの手を首に回すように言うと、当初の予定通りにわたしの胸のふくらみに手を伸ばす。最初は壊れ物を扱うようにそっと、しかし徐々に大胆に触れてくる。

「あっ、……ユストゥス様……っ」

　つんと赤くとがった先端を摘ままれ刺激されると身体が勝手に跳ねる。快感が体の中を駆け巡り、腰や下腹に溜まっていく気がする。重く鈍くなるのに、過敏になる奇妙な感覚に背が震える。気が付けばわたしはシーツの上にしどけなく横たわっていた。

「んっ、は……っ」

　快楽から逃れようと背をしならせると、いつの間にか服を脱ぎ捨てた王太子様に赤く熟れた先端を口に含まれてしまう。

「ふぁ……っあぁっ」

　舌で転がされたり、吸われたりするたびに小さな快楽の波が身体を撫でていく。全身にしっとりと汗をかいたわたしを、王太子様の熱い手のひらが撫でていく。

「エフェリーネ……、こんなに薄い身体で大丈夫か？」

「……え、ユストゥス様、なんのことですか？」

　なにか不都合が？　と思っていると、王太子様の手のひらが胸からおもむろに降りてくる。胸下からへそを通り、下腹部に至る。そこで手のひらを何度も往復させる。

「ここの奥に私を受け入れるのだぞ？　……壊してしまいそうだな」

　さり、と淡い和毛を掠めた指の腹でトントンとそこをノックされる。

「……！」

　奥の奥まで王太子様を受け入れる……ごく近い未来を想像して顔が熱くなる。

（ここの……奥を、捏ねられたり、つ、突かれたり……ひやあああああ！）

　前世今生入り混じった知識が頭を駆け巡り収拾がつかなくなる。同時にあわいが潤むのがわかった。

「は……っ、あ……っ、ユストゥス様ぁ……」

　期待に下腹が痙攣してしまう。快楽に溶かされた身体がその刺激を今か今かと待っている。

「……なんて淫らで美しい、我慢が出来ない……っ」

　長く太い指があわいを撫で、蜜をまとわせて襞をくすぐる。くちゅりと淫らな音をさせながら蜜口が解されるとひくりと腰が浮いてしまう。

「あぁっ！」

　何度か経験したとはいえ、敏感な部分に指を擦り付けられることには慣れない。指をきゅうきゅうと締め付けてしまう。

「エフェリーネ、力を抜いて……君の中に入りたい」

　指で浅いところを摺り上げられ、赤く熟れた花芽に指を添えられた瞬間、快楽の実が爆ぜた。

「あっ、あぁ……っ！」

　全身が張り詰め、ぶわ、と汗が噴き出る。ビリビリとした法悦ほうえつがわたしを支配し身体が弛緩した。蜜液がシーツを濡らすのがわかったが、どうすることもできない。ひとまず呼吸を整えようと瞼を閉じると両ひざに手がかかったのがわかった。

「ユ、……ユストゥス様……？」

　荒い息の下からなんとか言葉を紡ぐが、王太子様と目が合って言葉をなくす。私と同じくらいに息を荒らげて汗をかいている。

「エフェリーネ……愛している……っ」

　ひたりと熱杭が宛がわれる。それが固く張り詰めた王太子様の雄芯だと理解する前に、切っ先が蜜口に潜り込んだ。

　ぐ、と反発を受けた後みりみりと隘路を進んでくるそれに、文字通り身体を拓かれる。

（……い、痛い……っ！　む、い……いいいいい……っ）

　声には出さないように堪えたが、歯を食いしばったことで苦痛がばれてしまったようだ。隘路を進む王太子様が動きを止めた。

「大丈夫か、エフェリーネ……っ」

　　絞り出すような声に閉じていた瞼を開けると、眉間にしわを刻んだ王太子様の顔が飛び込んでくる。顔を上気させ額に汗をかき、いつもの冷静で余裕のある姿とは程遠い王太子様の様子に胸が苦しくなる。

（わ、わたしの中が狭いばっかりに、王太子様に苦痛を……）

　申し訳ない気持ちになりながら、この国での閨の作法を思い出す。男性にすべてを任せて、口答えなどはせずに、というものだ。

　でも、愛の営みとはそういうものじゃないとわたしは思う。互いに求め与えあう関係なのに『全て任せて』『口答えせず』はどう考えてもおかしい。わたしはただ苦痛を与えられているのではなく、大きな愛を受け入れているのだから！

　しかし実際問題としてこの痛みを越えなければどうにもならない。力を抜こうとしても身体が痛みに強張っているため自分でもどうにもならない。

（いや、……待てよ）

　ふと思いついた方法にいやいや、と心の中でかぶりを振る。どう考えてもおかしい。初姦通のエフェリーネがやっていいことではないような気がする。こういうことをするのはもっと……そう、玄人風なイメージだ。

（でも……王太子様、辛そう……）

　好きな人につらい思いをさせることは本意ではない。それはもちろん王太子様だってわたしに対してそう思ってくださっているに違いないのだ。ならば、二人で協力してこの難局を乗り越えねばならない……っ！　わたしは覚悟を決めた。

「ユ、ユストゥス様……あの、お願いが……」

　これから口にする言葉の非常識さにわたしは声が震えるのを自覚していた。しかしこれは必ずやり遂げる。二人のために！

「あ、ああ、痛むのだろう。すまない……一旦抜いたほうがいいな」

　努めて表情を変えないようにしているが、いろいろと堪えているのがまるわかりの王太子様の顔の前に手を広げて制止する。

「いいえ、そうではなく……！　実はわたし、初めてのことで」

「あ、ああ。それは承知している」

　まあそうよね。エフェリーネが処女だったことは王太子様が身をもってご存じなわけだし。だからわたしは極力不自然にならないように言葉を選ぶ。

「気持ちとは裏腹に身体が強張ってしまうので、……そこに触れていただけませんか？」

　さすがにその個所を名指しすることは出来ず、わたしは視線だけを落とす。そう、そこ、とは王太子様と繋がった少し上……先ほど極まったときに触れられた場所……である。視線からそれを読み取った王太子様が『え？』とわたしとそこを二度見する。ものすごい動揺が感じられたため、慌ててフォローに回る。

「あの、そこに触れられると、身体がふわふわして気持ちよくなってしまうので……力が抜けるのかと……お願いできませんか？」

　カマトトぶって言うにしても恥ずかしすぎる内容だったが、王太子様はなにやらふよふよと口許を緩ませると、そこに手を伸ばした。

「ああ、そうだな……きっと気持ちよくなるだろう」

「あっ！」

　予想していたことだけれど、秘玉に触れられた瞬間、ビリっと電気が走るような刺激に身体が跳ねる。息がしづらくなって切れ切れに喘ぐと王太子様が唇を塞いでくる。

（ちょ、……窒息させる気!?）

「ん、んんっ……！　ふ、あ……っ、あんっ」

　苦しくて顔を背けて文句の一つも言ってやろうと思うけれど、秘芯に蜜を絡めて愛撫されると出てくるのは甘い声だけだ。強弱をつけて撫でさすられるうちに、当初の目論見通り快楽に身体が解けていった。

「ん、あ……っ！　はぅ……っ」

　何度も軽く達するうちに、緩んだ中をゆっくりと擦られていることに気付く。

（ああ、ユストゥス様も……）

　視線を上げると眉間のしわが少し薄くなった王太子様の表情にも隠しようのない快楽が浮かんでいた。
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「……ユス、トゥス様っ……きもち、……いい？」

　わたしで気持ちよくなってくれたのなら、これほどうれしいことはない。自然と頬が緩み口角が上がる。

「……っ、エフェリーネ……それ、反則だろっ」

「ひゃ!?」

　グン、と中で力強さを増した王太子様の雄芯がお腹の裏を抉るように突いてくる。突然の激しい動きに慌てて両腕を王太子様の首に回して耐える。

（は、反則はそっちです！）

　しかし口をついて出るのは快楽の溶けた甲高い声にしかならず、とてもではないがわたしの気持ちを代弁するものではなかった。






　王太子様とその婚約者が夜会の途中で退席したことは既に知れ渡っており、誰も口には出さなかったがそわそわした空気が流れていた。

　夜会も終盤に差し掛かったころ、王太子様と来た時よりも華やかに髪を結いあげたわたしが再び会場に姿を現すとあたりに安堵したような、見守るような空気が流れた。

（い……っ、居た堪れない……！）

　休息用の椅子に腰を下ろすとすぐさま給仕が飛んできて果実水が供されるあたり『あんなに喘いではのどが渇いたでしょう？』と暗に言われているようで顔が火照るのがわかった。それでも実際にのどが渇いていたのでありがたく受け取りのどを潤す。

　その冷たいのど越しにようやく息をつくと王太子様が隣に座って顔を寄せてくる。

「エフェリーネ。こうしてみると皆、口には出さないが雄弁であるなあ」

　彼も気づいたようで面白そうに会場内を見渡す。こちらを見ていた紳士淑女はさりげなく視線を逸らしたり扇で顔を隠したりしている。

「……そのような微妙な空気にしてしまったのはわたしたちですよ？」

　本当に恥ずかしい。あんな風に退席して二時間後に髪型を変えて戻ってくるとか、なにをしていたかバレバレである。しかしその髪を結ったのが王太子様だということは誰も知らないだろう。

「それはそうとエフェリーネ、今日はダンスは無理だな？」

「……そうお思いになるならどうして先にダンスをしようとなさらなかったのでしょう」

　久しぶりに王太子様と踊れる機会だったのに。今日のドレスはターンすると裾のドレープがまるで夢のように美しく広がるデザインなのに。わたしは裾を両手で手繰りうつむいた。

「そのような美しいドレスを着て、女神のように美しいエフェリーネが踊ったら、ここにいる男どもが目の色を変えてダンスを申し込むに決まっているからな。作戦的牽制だ」

「なん……っ」

　なんの衒いもなく手放しでわたしを褒める王太子様がわたしの腰を抱く。それだけでさっきまでの甘い空気がよみがえるようで顔が熱くなる。

「……っ、王太子様は面食いと言われるだけあって本当にわたしのこの顔がお好きですね！」

　恥ずかしさを隠そうと可愛げなく顔を背けると、意外なことに否定された。

「いや、エフェリーネの顔はきれいだと思うが、顔よりもその性格が好きだな。つんと澄ましたかと思えば慈悲深く思案したり、そうかと思えばお転婆な一面もあり」

「え……」

　結局顔の皮一枚のこと、と唇を尖らせたわたしは驚いて王太子様を見る。その一見冷たそうな顔には深い笑みが宿っている。

「それに、初心なのにベッドでは意外と大胆なところも好み……」

「わああああ！」

　周囲には聞こえない声量だったが、このように人が多くいる場所で話す内容ではない。わたしは慌てて王太子様の口を塞ぐ。

「……エフェリーネの声のほうがよほど大きいが？」

　あっさりとわたしの手を外すとにやにやと人の悪い笑みを浮かべている王太子様を涙目で睨むと、今度は一転、困ったように眉を下げられる。

「……いや、そんな顔をして睨むなんて可愛すぎるだろう？　もっと自重してくれないと困るのだが」

「か、かわ……っ」

　駄目だ。今のわたしたちはどう転んでも『バカップル』以外のなにものでもない……。わたしは口を噤んで椅子に座りなおし、火照った顔を扇で冷ます。すぐに王太子様が給仕を呼んで、今度は果実酒が入ったグラスをわたしに持たせてくれた。

「エフェリーネと居ると世界が鮮やかに感じる。私もエフェリーネに同じように感じてもらえるように努力せねば」

　驚いて首を巡らせると至極当然だという顔でグラスを傾けている。この人の、こういうところがたまらなく好きなのだ。人目がなければ思いっきり抱き着きたいところだが、今はそっと手を握る。そうすると王太子様は片眉を上げて満足そうに口角を上げ、強く握り返してくれた。







【完】
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